
大
統
領
支
持
派
は
動
揺
と
混
乱

１
６
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ

ラ
ジ
ル
に
よ
る
と
、
ヴ
ィ
ラ
ー

ダ
で
接
種
を
受
け
た
人
は
２

日
間
で
５
０
万
人
を
突
破
。

こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も

１
回
接
種
を
受
け
た
人
は
聖

市
の
成
人
人
口
の
９
８
・５
％

に
達
し
た
。

　

だ
が
、
長
蛇
の
列
に
も
関

わ
ら
ず
、
接
種
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
が
い
る
一
方
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し
た
著

名
人
が
感
染
、
死
亡
す
る
例

が
続
き
、「
接
種
を
受
け
て

も
意
味
が
な
い
」
と
の
虚
報

が
流
れ
た
事
も
あ
り
、
接
種

を
た
め
ら
う
人
や
特
定
の
ワ

ク
チ
ン
へ
の
不
安
を
口
に
す
る

人
も
出
て
い
る
。

　

だ
が
、
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
で
２

度
の
接
種
を
受
け
た
タ
ル
シ

ジ
オ
・
メ
イ
ラ
（
８
５
）
が

亡
く
な
っ
た
後
も
、
専
門
家

達
は
１
０
０
％
効
く
予
防
接

種
は
な
い
事
や
接
種
完
了
後

も
防
疫
対
策
継
続
の
必
要
が

あ
る
事
を
説
き
、
接
種
継
続

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

一
例
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
総

合
大
学
（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
が
行
っ

た
調
査
で
、
５
〜
７
月
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
死
亡

　

自
身
の
熱
心
な
支
持
者
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
労
働
党（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
）党
首
の
ロ
ベ
ル
ト・

ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ
ン
氏
が
ネ
ッ
ト
上
で
の
攻
撃
的
な
言
動
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
な
ど

を
受
け
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
最
高
裁
の
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
、

ル
イ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
の
２
判
事
の
罷
免
請
求
を
上
院
に
対
し
て
行
う

こ
と
を
示
唆
し
た
。
ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ
ン
氏
の
事
件
は
大
統
領
支
持
派
を
動
揺
さ
せ
、

過
激
な
言
動
が
相
次
い
で
い
る
が
、
連
邦
議
会
で
は
そ
れ
に
対
し
て
冷
や
や
か
な

反
応
が
続
い
て
い
る
。
１
４
、１
５
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
６
日
よ
り
、
聖
市
で
２

回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
前
倒
し
を
希
望
す
る
人
の

受
付
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
市

内
の
保
健
所
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
で

手
続
き
を
行
う
と
、
コ
ロ
ナ

バ
ッ
ク
な
ら
１
回
目
の
接
種

か
ら
通
常
４
週
間
の
と
こ
ろ

が
１
５
日
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
や

だ
」
と
し
て
批
判
し
な
が
ら

も
、「
次
は
自
分
か
も
し
れ

な
い
」
と
警
戒
し
て
い
る
。

　

こ
れ
以
前
に
は
、
今
年
の

２
月
に
大
統
領
派
の
ダ
ニ
エ

ル
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
下
議
が

最
高
裁
判
事
の
全
員
交
代
な

ど
を
宣
言
す
る
動
画
を
拡
散

し
、
現
行
犯
逮
捕
。
収
監
は

今
日
も
継
続
し
て
い
る
。

　

バ
ロ
ー
ゾ
判
事
は
選
挙
高

裁
の
長
官
で
、
ネ
ッ
ト
犯
罪

捜
査
と
は
直
接
関
係
な
い

が
、
大
統
領
と
は
「
印
刷
付

き
投
票
」（
ヴ
ォ
ト
・
イ
ン

プ
レ
ッ
ソ
）
の
導
入
を
め

ぐ
っ
て
対
立
中
だ
。
大
統
領

は
ヴ
ォ
ト
・
イ
ン
プ
レ
ッ
ソ

を
下
院
で
却
下
さ
れ
た
の
に

加
え
、「
過
去
の
選
挙
で
不

正
が
あ
っ
た
」
と
虚
報
を
拡

散
し
続
け
て
い
る
こ
と
で
、

選
挙
高
裁
の
訴
え
に
基
づ

き
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
捜
査
の
対

象
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、ロ
ド
リ
ゴ
・
パ
シ
ェ

コ
上
院
議
長
が
罷
免
請
求
を

受
け
付
け
る
可
能
性
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
統
領
三
男
の

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
下
議
が
ヴ
ォ

ト
・
イ
ン
プ
レ
ッ
ソ
不
採
用

を
不
服
と
し
て
、
選
挙
高
裁

に
対
す
る
議
会
調
査
委
員
会

の
設
置
を
求
め
て
い
る
が
、

署
名
が
集
ま
ら
な
い
な
ど
、

議
員
た
ち
の
支
持
を
得
て
い

な
い
。

　

他
方
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
支

持
で
有
名
な
セ
ル
タ
ネ
ー

ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ
ン
の
逮
捕
に
激
怒

し
た
人
の
９
１
・
４
９
％
は

未
接
種
か
接
種
を
完
了
し

て
い
な
い
人
だ
っ
た
事
が
判

明
。
接
種
後
に
死
亡
し
た

人
の
８
４
・
９
％
は
基
礎
的

疾
患
を
持
っ
て
い
た
事
や
、

８
７
・
６
％
は
７
０
歳
以
上

接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
。

通
常
な
ら
週
末
は
休
む
保
健

所
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
も
開
放
し
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
会
場
な
ど
で

も
接
種
を
行
っ
た
。

　

デ
ル
タ
株
感
染
へ
の
恐
れ

や
家
族
や
知
人
な
ど
を
失
っ

た
経
験
な
ど
か
ら
接
種
を
待

ち
望
ん
で
い
た
若
者
達
が
押

し
寄
せ
、
２
時
間
を
超
え
る

列
が
で
き
た
会
場
も
あ
っ
た

が
、
接
種
後
の
若
者
達
は
一

様
に
安
堵
の
息
を
漏
ら
し
、

喜
び
の
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

　

１
５
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
や

　

１
８
歳
以
上
の
成
人
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

加
速
の
た
め
、
聖
市
が
１
４

〜
１
５
日
に
ヴ
ィ
ラ
ー
ダ
・

ダ
・
ヴ
ァ
シ
ナ
を
開
催
す
る

な
ど
、
各
地
で
接
種
推
進
へ

の
試
み
が
進
ん
で
い
る
が
、

保
健
省
や
専
門
家
が
「
２

度
目
の
接
種
を
忘
れ
ず
に
！
」

「
ワ
ク
チ
ン
は
有
効
」
と
強

調
す
る
事
態
も
起
き
て
い
る

と
１
５
〜
１
６
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

聖
市
市
役
所
は
４
４
０
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
投
入
し

て
、
３
４
時
間
の
ワ
ク
チ
ン

成
人
の
９
８
％
が
１
回
目
打
つ

夫
の
殺
害
命
じ
た
容
疑
で
逮
捕

専
門
家
が
有
効
性
を
再
強
調

だ
っ
た
事
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス
財
団

（
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ
ｚ
）
が
リ

オ
市
や
聖
市
で
行
っ
た
調
査

で
は
高
齢
者
の
感
染
、
入
院

の
増
加
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
は
免
疫
能
力
が

低
く
、
ウ
イ
ル
ス
や
バ
ク
テ

リ
ア
に
よ
る
感
染
や
ガ
ン
な

ど
の
病
気
に
侵
さ
れ
易
い
上
、

予
防
接
種
効
果
が
低
い
例
や

抗
体
が
早
め
に
消
滅
す
る
例

も
起
こ
り
得
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
重
症
化
や
死

亡
は
避
け
る
が
、
感
染
は
起

こ
り
得
る
し
、
他
者
へ
の
感

染
も
起
こ
し
得
る
。
ま
た
、

２
度
の
接
種
か
１
度
の
み
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
た
接

種
完
了
者
も
、
ウ
イ
ル
ス
が

大
量
に
拡
散
し
て
い
る
と
感

市議や報道関係者らが見守る中で接種を受ける若者
（Marcelo Poereira/Governo de Sao Paulo）

自宅で逮捕されたフロルデリス容疑者（Twitter）

連
邦
議
会
は
醒
め
た
反
応

フロルデリス容疑者 ジ
ャ
の
大
御
所
歌
手
、
セ
ル

ジ
オ
・
レ
イ
ス
は
１
４
日
、

最
高
裁
へ
の
抗
議
行
動
と
し

て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
組

合
に
対
し
、
９
月
７
日
の
独

立
記
念
日
に
デ
モ
を
起
こ
す

よ
う
訴
え
た
が
、
組
合
側
に

否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
統
領
支
持
者
た
ち
が
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
内
で
９
月
７
日
に

中
国
大
使
館
を
襲
撃
す
る
計

画
を
立
て
て
い
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
中
国
大
使
の
ワ
ン
・
ヤ

ン
ミ
ン
氏
が
ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ

ン
氏
の
逮
捕
を
喜
ぶ
発
言
を

行
っ
た
た
め
だ
。

　

な
お
、
カ
ル
メ
ン
・
ル
シ

ア
最
高
裁
判
事
は
１
６
日
、

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏
に
よ
る
電
子

投
票
へ
の
批
判
、
攻
撃
は
深

刻
な
問
題
と
し
て
、
２
４
時

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
な
ら
１
２

週
間
の
と
こ
ろ
が
６
０
日
で

２
回
目
が
可
能
と
な
る
。
デ

ル
タ
株
の
感
染
を
避
け
る
た

め
に
、
一
刻
も
早
く
接
種
を

受
け
た
い
人
も
少
な
く
な
い

の
で
は
。
と
り
わ
け
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
接
種
者
の
場
合
、
日
本

や
米
国
で
は
３
週
間
で
再
接

種
を
実
施
し
て
い
る
の
で
な

お
さ
ら
だ
ろ
う
。
た
だ
、
ア

ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
の
場
合
は
８

週
間
だ
と
効
用
が
６
０
％
の

と
こ
ろ
が
、
１
２
週
間
だ
と

８
０
％
ま
で
上
が
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
る
上
、
聖
市
で

は
現
在
、
同
社
製
の
ワ
ク
チ

ン
が
も
っ
と
も
不
足
し
て
い

る
。
ど
う
す
る
か
の
判
断
は

気
持
ち
次
第
か
。

　
　
　
　
　

◎ 

　

伯
国
き
っ
て
の
名
司
会
者

で
大
富
豪
と
し
て
も
知
ら
れ

る
シ
ル
ヴ
ィ
オ
・
サ
ン
ト
ス

（
９
０
）
が
１
３
日
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ

と
が
発
表
さ
れ
た
。
い
っ
た

ん
は
入
院
し
た
が
、
そ
の
日

の
う
ち
に
聖
市
ア
ル
ベ
ル
ト
・

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
病
院
を
退

院
し
て
い
る
。
シ
ル
ヴ
ィ
オ
も

１
２
日
に
亡
く
な
っ
た
ば
か

り
の
俳
優
タ
ル
シ
ジ
オ
・
メ

イ
ラ
同
様
、
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
の

接
種
を
２
回
済
ま
せ
て
い
た

だ
け
に
、
国
民
の
間
に
不
安

が
広
が
っ
た
。
依
然
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
死
者
や

重
症
者
は
少
な
く
は
あ
る
が
、

気
に
な
る
話
だ
。

　
　
　
　
　

◎ 

　

１
４
日
の
全
国
選
手
権
、

２
位
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
は
ア
ト

レ
チ
コ
・
ミ
ネ
イ
ロ
と
の
首

位
攻
防
戦
に
０
―
２
で
敗

れ
、
首
位
奪
取
に
失
敗
し
た
。

し
か
も
、
放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
が

た
っ
た
１
本
と
い
う
惨
敗
ぶ

り
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
は
今
日
１
５
日
、
リ

ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
の
準
々

決
勝
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
行
う
。

敵
地
で
の
初
戦
は
１
―
１
の

引
き
分
け
だ
っ
た
か
ら
、
本

拠
地
で
の
第
２
試
合
は
落
と

せ
な
い
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州

知
事
は
１
６
日
、
聖
市
で
の
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
に

つ
い
て
、
開
催
日
は
１
１
月

７
日
で
、「
通
常
の
観
客
規

模
で
開
催
す
る
」
と
宣
言
し

た
。
同
グ
ラ
ン
プ
リ
は
す
で

に
４
万
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
を
完

売
。
追
加
席
の
販
売
の
予
定

だ
。
１
６
日
付
伯
字
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
市
南
部
イ
ン
テ
ル
ラ
ゴ

ス
・
サ
ー
キ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る

ブ
ラ
ジ
ル
Ｇ
Ｐ
は
、
２
０
２
０

年
３
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し
て
以

来
、
聖
市
で
行
わ
れ
る
最
初
の

大
規
模
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

聖
州
で
は
、
１
５
日
現

在
の
死
者
の
７
日
間
平
均
が

２
６
２
人
、
新
規
感
染
者
の

そ
れ
が
７
２
８
９
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
ド
リ
ア
知
事
は

「
１
０
０
％
の
観
客
規
模
で

開
催
す
る
」
と
明
言
し
た
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
聖
州
で

は
１
５
日
現
在
で
成
人
の

９
８
％
が
少
な
く
と
も
１
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

接
種
完
了
者
は
ま
だ
成
人

の
２
８
％
だ
が
、
開
催
日
の

１
１
月
７
日
ま
で
に
は
ほ
と

ん
ど
の
成
人
が
２
度
目
の
接

種
ま
で
終
え
て
い
る
見
込
み

だ
。
ま
た
、
開
催
日
は
１
１

月
１
３
日
と
な
る
可
能
性
も

あ
る
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
ジ
ェ
ア
ン
・
ゴ

リ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
保
健
局
長
に

よ
る
と
、
マ
ス
ク
の
着
用
や

体
温
の
測
定
、
ア
ル
コ
ー
ル

ジ
ェ
ル
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
る
予
定
で
、
少
な
く
と

　

１
３
日
、
１
１
日
に
下

院
議
員
の
議
席
を
剥
奪
さ
れ

た
フ
ロ
ル
デ
リ
ス
容
疑
者
が

殺
害
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。

１
３
、１
４
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

フ
ロ
ル
デ
リ
ス
容
疑
者
は

１
３
日
１
８
時
４
０
分
頃
、

リ
オ
州
ニ
テ
ロ
イ
市
の
自
宅

に
い
る
と
こ
ろ
を
リ
オ
市
警

に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ル
デ
リ
ス
容
疑
者
の

逮
捕
は
、
２
０
１
９
年
６
月

１
６
日
に
起
こ
っ
た
、
同
氏

の
夫
で
牧
師
だ
っ
た
ア
ン
デ
ル

ソ
ン
・
ド
・
カ
ル
モ
・
デ
・

ソ
ウ
ザ
氏
の
殺
害
計
画
に
関

す
る
嫌
疑
が
原
因
だ
。
事
件

の
２
日
後
に
は
、
二
人
の
養

子
の
ル
ー
カ
ス
・
ド
ス
・
サ

ン
ト
ス
・
ド
・
カ
ル
モ
容
疑

者
が
殺
害
実
行
犯
と
し
て
逮

捕
さ
れ
た
が
、
捜
査
の
結
果
、

殺
害
命
令
を
行
っ
た
の
は
フ

ロ
ル
デ
リ
ス
氏
で
、
不
倫
へ

の
復
讐
と
し
て
ア
ン
デ
ル
ソ

ン
氏
の
殺
害
を
企
て
た
と
の

推
測
が
固
ま
り
、
２
０
２
０

年
８
月
２
４
日
に
リ
オ
州
検

察
局
が
フ
ロ
ル
デ
リ
ス
氏
と

１
０
人
の
容
疑
者
を
起
訴
し

て
い
た
。

　
フ
ロ
ル
デ
リ
ス
氏
は
こ
れ
ま

で
、
連
邦
議
員
の
不
逮
捕
特

権
に
よ
っ
て
逮
捕
を
免
れ
て
い

た
が
、
起
訴
か
ら
約
１
年
後

の
８
月
１
１
日
、
下
院
が
７

票
対
４
３
７
票
の
圧
倒
的
な

大
差
で
議
席
を
剥
奪
し
た
こ

と
で
、
わ
ず
か
２
日
後
の
逮

捕
と
な
っ
た
。

　

フ
ロ
ル
デ
リ
ス
容
疑
者
は

２
０
１
９
年
に
下
議
に
な
る

前
は
、
ゴ
ス
ペ
ル
歌
手
と
し

て
知
ら
れ
、
ア
ン
デ
ル
ソ
ン

氏
と
と
も
に
、
牧
師
と
し
て

も
奉
仕
し
て
い
た
。
逮
捕
直

前
に
は
フ
ァ
ン
に
対
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、「
や
っ
て
い

な
い
こ
と
の
た
め
に
こ
れ
か
ら

逮
捕
さ
れ
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
お
り
、
逮
捕
の
際

に
は
聖
書
を
抱
え
た
ま
ま
、

連
行
さ
れ
た
。
同
容
疑
者
は

当
初
、
リ
オ
市
北
部
ベ
ン
フ
ィ

カ
に
あ
る
ジ
ョ
ゼ
・
フ
レ
デ
リ

コ
・
マ
ル
ケ
ス
刑
務
所
に
収

監
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
翌
１
４
日
に
は
、

昨
年
８
月
に
同
件
で
逮
捕
さ

れ
た
同
容
疑
者
の
孫
の
ラ
イ

ア
ネ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
・

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
容
疑
者
が
収

監
さ
れ
て
い
る
、
リ
オ
市
西

部
バ
ン
グ
ー
に
あ
る
サ
ン
ト

エ
ス
ペ
ジ
ー
ト
刑
事
研
究
所

（
女
性
専
用
の
刑
務
所
）
に

移
送
さ
れ
て
い
る
。
同
研
究

所
に
は
、
元
軍
警
の
妻
で
、

捜
査
妨
害
を
試
み
た
と
さ
れ

る
ア
ン
ド
レ
ア
・
ド
ス
・
サ

ン
ト
ス
・
マ
イ
ア
容
疑
者
も

収
監
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
処
分
に
対
し
、
ア
ン

デ
ル
ソ
ン
氏
の
弁
護
団
は
、

フ
ロ
ル
デ
リ
ス
氏
を
カ
ン
ポ

ス
・
ド
ス
・
ゴ
イ
タ
カ
ゼ
ス

市
に
あ
る
、
女
性
専
用
の
ニ

ウ
ザ
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
サ

ン
ト
ス
刑
務
所
に
移
送
す
る

よ
う
、
リ
オ
地
裁
に
求
め
て

い
る
。
リ
オ
地
裁
は
、
逮
捕

令
状
を
出
し
た
時
点
で
、
フ

ロ
ル
デ
リ
ス
氏
は
肉
親
や
関

Ｆ
１
ブ
ラ
ジ
ル
Ｇ
Ｐ
は
フ
ル
観
客

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
初
の
大
イ
ベ
ン
ト

下
議
の
議
席
剥
奪
の
２
日
後
に

聖 市

３
４
時
間
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
５
０
万
人

聖 市

タ
ウ
バ
テ
工
場
で
集
団
休
暇

８
月
３
０
日
か
ら
１
０
日
間

Ｖ Ｗ

モラエス判事
（Fabio Rodrigues Pozzebom）

　

１
４
日
朝
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
、
モ
ラ
エ
ス
、
バ

ロ
ス
両
判
事
に
対
し
、「
憲

法
の
権
限
を
踏
み
越
え
た
」

と
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
支
持
者

た
ち
に
語
り
か
け
、「
週
明

け
に
も
上
院
に
２
人
に
対
す

る
罷
免
請
求
を
出
そ
う
と

思
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

事
の
発
端
は
１
３
日
、

モ
ラ
エ
ス
判
事
が
管
轄
す

る
「
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
リ
シ

ア
（
ネ
ッ
ト
犯
罪
者
）
捜
査
」

に
お
い
て
、
１
３
の
罪
状
を

問
わ
れ
て
い
た
ジ
ェ
フ
ェ
ル

ソ
ン
氏
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と

に
あ
っ
た
。
ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ

ン
氏
は
以
前
か
ら
、
銃
を
抱

え
て
ポ
ー
ズ
を
と
り
な
が
ら

最
高
裁
を
威
嚇
し
た
り
、
在

伯
中
国
大
使
な
ど
に
対
し
て

人
種
差
別
的
表
現
を
使
っ
た

り
す
る
な
ど
し
て
物
議
を
醸

し
て
い
た
。

　

ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ
ン
氏
の
逮

捕
は
、
大
統
領
支
持
派
に
強

い
動
揺
を
与
え
て
い
る
。
そ

の
う
ち
の
ひ
と
り
が
、
連
邦

政
府
が
支
持
者
た
ち
を
ネ
ッ

ト
上
で
指
揮
し
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
の
拡
散
な
ど
も
行

う「
憎
悪
部
隊
」の
リ
ー
ダ
ー

的
な
存
在
と
見
ら
れ
て
い
る

大
統
領
次
男
の
カ
ル
ロ
ス
氏

だ
。
同
氏
は
ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ

ン
氏
の
逮
捕
を
、「
政
治
的

　

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
が

１
３
日
、
聖
州
の
タ
ウ
バ
テ

工
場
が
８
月
３
０
日
か
ら

１
０
日
間
の
集
団
休
暇
に
入

る
と
発
表
し
た
と
同
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
地
区
の
金
属
労
組
に
よ

る
と
、
今
回
の
集
団
休
暇
の

対
象
と
な
る
従
業
員
は
２
千

人
。
今
回
の
集
団
休
暇
は
、

同
社
が
使
用
す
る
半
導
体
の

間
以
内
に
意
見
書
を
提
出
す

る
よ
う
連
邦
検
察
庁
に
求
め

た
。
同
判
事
は
３
日
に
も
同

件
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を

求
め
て
い
る
が
、
返
答
が
な

い
た
め
、
再
度
の
要
請
を

行
っ
た
。

最高裁２判事の罷免求めるボルソナロ
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染
し
易
く
な
る
た
め
、
接
種

完
了
後
も
マ
ス
ク
着
用
や
手

指
消
毒
、
社
会
的
な
距
離
の

確
保
と
い
っ
た
防
疫
対
策
は

継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

係
者
の
い
な
い
刑
務
所
に
収

監
す
る
べ
き
と
し
て
い
た
が
、

リ
オ
市
内
に
は
女
性
専
用
の

刑
務
所
が
３
カ
所
し
か
な
い

の
に
、
同
件
で
逮
捕
さ
れ
た

女
性
は
５
人
お
り
、
全
て
の

容
疑
者
を
別
々
の
刑
務
所
に

収
監
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

誰
か
を
内
陸
部
に
送
る
必
要

が
生
じ
て
い
る
。

も
１
度
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
を
示
す
証
明
書

や
４
８
時
間
以
内
の
コ
ロ
ナ

陰
性
証
明
の
提
出
な
ど
も
検

討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

同
Ｇ
Ｐ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
発
売

が
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
先
行
の

４
万
枚
は
既
に
完
売
。
２
７

日
に
は
追
加
の
２
万
枚
の
発

売
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　

昨
年
の
Ｇ
Ｐ
は
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
と
な
っ
た
が
、
聖
州

政
府
は
今
年
の
開
催
で
聖
市

に
は
６
億
７
千
万
レ
ア
ル
の

経
済
効
果
が
生
じ
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

世
界
的
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で

あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
悪
化
で

国
境
を
封
鎖
し
た
事
で
、
部

品
の
調
達
が
困
難
に
な
っ
た

事
が
原
因
だ
。

　

同
社
で
は
５
月
の
３
〜

１
３
日
、
６
月
の
７
〜
１
６

日
に
も
、
集
団
休
暇
を
採
用

し
て
い
る
。
５
月
の
場
合
は

新
た
な
製
造
工
程
を
導
入
す

る
た
め
だ
っ
た
が
、
６
月
の

休
暇
は
今
回
同
様
、
部
品
調

達
が
困
難
に
な
っ
た
事
が
原

因
で
、
や
は
り
２
千
人
が
集

団
休
暇
に
入
っ
た
。

　

同
社
で
は
７
月
１
２
日
に

も
３
度
目
の
集
団
休
暇
を
採

用
し
て
お
り
、
２
２
０
０
人

が
２
０
日
間
の
休
暇
に
入
っ

た
。
こ
の
時
は
８
月
２
日
か

ら
復
職
の
予
定
だ
っ
た
が
、

一
部
の
従
業
員
に
対
し
て

は
こ
の
休
暇
が
延
長
さ
れ
、

１
３
日
の
時
点
で
も
８
０
０

人
が
集
団
休
暇
の
最
中
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
８
０
０
人
は

１
６
日
に
職
場
に
復
帰
す
る

事
に
な
っ
て
い
た
が
、
状
況

が
改
善
し
て
い
な
い
た
め
、

２
千
人
が
３
０
日
か
ら
１
０

日
間
の
集
団
休
暇
に
入
る
事

に
な
っ
た
。

　

自
動
車
業
界
の
部
品
不
足

は
か
な
り
深
刻
で
、
部
品
不

足
に
よ
る
集
団
休
暇
は
同
社

だ
け
で
既
に
３
回
目
だ
。
タ

ウ
バ
テ
工
場
は
Ｇ
ｏ
ｌ
と
Ｖ

ｏ
ｙ
ａ
ｇ
ｅ
を
製
造
し
て
い

る
が
、
現
在
は
そ
れ
以
外
の

モ
デ
ル
の
車
も
製
造
で
き
る

よ
う
、
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
導
入
し
て
い
る
。



パラグアイＵＣＣが移
い

住
じゅう

地
ち

の９％を突
とつ

然
ぜん

売
ばい

却
きゃく

（２）２０２１（令和三）年 第５７９５号	 ８月	１７日	（火曜日）

現げ
ん

地ち

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
何な

ん

の
相そ

う

談だ
ん

も
な
く

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

目も
く

前ぜ
ん

の
イ
グ
ア
ス
に
激げ

き

震し
ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
と
の
国こ

っ

境き
ょ
う

地ち

帯た
い

、
パ
ラ
グ
ア
イ
国こ

く

ア
ル
ト
パ
ラ
ナ
県け

ん

に
位い

置ち

す
る
南な

ん

米べ
い

最さ
い

大だ
い

級き
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

地ち

「
イ
グ

ア
ス
移い

住じ
ゅ
う

地ち

」
の
約や

く

１
割わ

り

の
土と

地ち

を
所し

ょ

有ゆ
う

す
る
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上う

え

島し
ま

珈こ
ー
ひ
ー琲
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

が
、
現げ

ん

地ち

日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

や
農の

う

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

に
何な

ん

の
相そ

う

談だ
ん

も
な
く
、
７
月が

つ

に
突と

つ

然ぜ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
企き

業ぎ
ょ
うに
売ば

い

却き
ゃ
くし
、
現げ

ん

地ち

に
激げ

き

震し
ん

が
走は

し
っ
て
い
る
。
売ば

い

却き
ゃ
くし
た
の
は
「
Ｃ
Ａ
Ｙ
Ｓ

Ａ
農の

う

場じ
ょ
う」（C

om
panía A

gropecuaria Y
guazú S.A

. 

イ
グ
ア
ス
農の

う

牧ぼ
く

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

）
で
、
５
７
３
０
ｈ
ａ
の

土と

地ち

を
使つ

か
っ
て
３
千ぜ

ん

頭と
う

の
牛う

し

の
飼し

育い
く

、
畑は

た
けの
リ
ー
ス
な
ど
を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。
折お

り

し
も
こ
の
２
２
日に

ち

に
は
記き

念ね
ん

す
べ
き
節ふ

し

目め

の

イ
グ
ア
ス
移い

住じ
ゅ
う

地ち

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
。
コ
ロ
ナ
禍か

ゆ
え
に
式し

き

典て
ん

は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
が
、
墓ぼ

地ち

で
慰い

霊れ
い

祭さ
い

の
み
執と

り

行お
こ
なう
予よ

定て
い

。
地じ

元も
と

で
は「
寝ね

耳み
み

に
水み

ず

。
ど
う
し
て
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
売う

っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
」と
残ざ

ん

念ね
ん

が
る
声こ

え

が
上あ

が
っ
て
い
る
。

石い
し

井い

パ
ウ
ロ
さ
ん

元も
と

ヴ
ァ
リ
グ
航こ
う

空く
う

　

パ
ラ
グ
ア
イ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

顧こ

問も
ん

（
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

機き

関か
ん

・
企き

業ぎ
ょ
う

対た
い

パ
ラ
グ
ア
イ
投と

う

資し

関か
ん

係け
い

、
元も

と

駐ち
ゅ
う

日に
ち

特と
く

命め
い

全ぜ
ん

権け
ん

大た
い

使し

）
の
田た

岡お
か

功い
さ
お

氏し

に
電で

ん

話わ

で
コ
メ
ン
ト

を
求も

と

め
る
と
、「
片か

た

方ほ
う

の
側が

わ

か

ら
の
声こ

え

だ
け
で
は
キ
チ
ン
と

し
た
こ
と
は
い
え
な
い
」「
民み

ん

間か
ん

企き

業ぎ
ょ
うの
取と

り

引ひ
き

だ
か
ら
ダ
メ

で
は
な
い
」
と
前ま

え

置お

き
し
な

が
ら
も
、「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
同ど

う

等と
う

の

金き
ん

額が
く

を
払は

ら

え
る
か
ど
う
か
は

分わ

か
ら
な
い
。
だ
が
売ば

い

却き
ゃ
く

契け
い

約や
く

を
す
る
前ま

え

に
、
地じ

元も
と

農の
う

協
き
ょ
う

道ど
う

義ぎ

的て
き

責せ
き

任に
ん

問と

う
声こ

え

続ぞ
く

々ぞ
く

と

「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
売う

っ
て
ほ
し
か
っ
た
」

は
な
く
「
南な

ん

米べ
い

の
発は

っ

展て
ん

の
た

め
」
と
い
う
高た

か

い
志

こ
こ
ろ
ざ
しで
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
と
い
う
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
は

１
９
８
３
～
４
年ね

ん

に
Ｃ
Ａ
Ｙ

Ｓ
Ａ
の
株か

ぶ

を
取し

ゅ

得と
く

し
て
筆ひ

っ

頭と
う

株か
ぶ

主ぬ
し

に
な
っ
て
い
た
。

退た
い

の
際さ

い

に
は
適て

き

正せ
い

な
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

精せ
い

算さ
ん

を
行お

こ
な
い
、
地じ

元も
と

の
日に

っ

系け
い

農の
う

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

に
格か

く

安や
す

に
売ば

い

却
き
ゃ
く

し
、
組く

み

合あ
い

が
購こ

う

入に
ゅ
う

希き

望ぼ
う

の
組く

み

合あ
い

員い
ん

に
分ぶ

ん

譲じ
ょ
うし
た
。

　

も
う
一ひ

と
つ
は
箱は

こ

根ね

植う
え

木き

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

（
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
Ａ
）
で

広こ
う

大だ
い

な
土と

地ち

を
持も

っ
て
い
た

が
、
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

に
適て

き

正せ
い

な
精せ

い

算さ
ん

を
し
て
農の

う

地ち

を
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
格か

く

安や
す

で
売ば

い

却き
ゃ
くし
た
。

　

同ど
う

移い

住じ
ゅ
う

地ち

住じ
ゅ
う

民み
ん

に
電で

ん

話わ

で
訪た

ず

ね
た
と
こ
ろ
、「
そ
り
ゃ

不ふ

安あ
ん

に
な
り
ま
す
よ
。
な
に

　

２
０
２
１
年
７
月
、
風
邪
薬
コ
ル
ゲ
ン
コ
ー
ワ
で
有
名
な
興
和
創
薬
（
株
）

が
イ
ヴ
ェ
ル
メ
ク
チ
ン
のC

o
vid

-

１
９
に
対
す
る
、
治
験
投
与
に
よ
る
安

全
性
と
活
性
確
認
の
臨
床
試
験
が
、
今
年
末
を
目
処
に
結
論
を
得
る
べ
く
始

め
ら
れ
た
と
の
テ
レ
ビ
報
道
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
下
村
、
大
村
両
教
授
の
偉
業
を
継
承
し
「
こ
れ
か
ら
は
キ
ノ
コ
の

時
代
」
と
の
抱
負
を
新
た
に
、
今
や
日
本
の
多
く
の
大
学
の
理
系
学
科
に
は

何
某
か
の
キ
ノ
コ
研
究
講
座
が
開
設
さ
れ
、
若
い
学
究
者
が
土
壌
菌
や
キ
ノ

コ
関
連
の
調
査
研
究
に
挑
む
風
潮
の
高
揚
は
誠
に
望
ま
し
い
限
り
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
博
物
学
者
、T

h
o

m
as B

lak
isto

n
(

１
８
３
２
〜
１
８
９
１)

が
１
８
８
０
年
に
提
唱
し
た
北
海
道
と
本
州
の
動
植
物
相
の
分
布
境
界
の
ブ

ラ
ッ
キ
ス
ト
ン
線
の
津
軽
海
峡
を
挟
ん
で
北
方
の
度
島
（
オ
シ
マ
）
半
島
の

各
地
で
は
、
多
種
に
及
ぶ
菌
根
菌
（
生
木
の
根
か
ら
土
に
菌
糸
を
成
長
さ
せ

燐
や
窒
素
等
を
吸
収
し
植
物
と
共
生
し
な
が
ら
成
長
す
る
ホ
ン
シ
メ
ジ
、
松

茸
）
や
、
腐
生
菌
（
倒
木
や
落
ち
葉
を
分
解
し
て
栄
養
を
摂
取
す
る
椎
茸
、

ナ
メ
コ
）
等
の
キ
ノ
コ
が
群
生
し　

研
究
者
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
テ
レ
ビ
で
も
キ
ノ
コ
を
啓
蒙
す
る
報
道
も
多
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の

「
試
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
で
は
、
キ
ク
ラ
ゲ
の
次
の
特
性
か
ら
近
々
食
膳
に
は

キ
ク
ラ
ゲ
ブ
ー
ム
の
到
来
が
予
測
さ
れ
る
と
の
事
で
す
。

　

１
）
特
異
な
栄
養
価
。
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
、
大
腸
の
正
常
な
働
き
を
促
し
、

長
寿
と
健
康
の
維
持
増
進
を
担
う
腸
内
で
の
酪
酸
菌
を
増
殖
さ
せ
る
餌
に
な

る
水
溶
性
食
物
繊
維
の
含
量
は
食
材
中
最
多
で
便
秘
改
善
に
も
良
い
。
１
日

の
摂
取
必
要
量
は
男
性
が
２
０
ｇ
以
上
、
女
性
が
１
８
ｇ
以
上
だ
が
、
日
本

人
は
基
準
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

２
）
歯
応
え
の
感
触
が
抜
群
。
内
側
は
水
分
が
多
く
柔
ら
か
で
外
側
は
硬

い
二
重
構
造
で
噛
む
と
コ
リ
コ
リ
食
感
。

　

３
）
風
味
が
な
い
。
生
キ
ク
ラ
ゲ
は
ど
の
よ
う
な
料
理
に
で
も
合
う
食
材

と
な
り
、
生
産
は
１
０
年
で
１
２
倍
増
。

　

一
方
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
広
大
な
国
土
は
温
帯
と
熱
帯
で
占
め
ら
れ
降
雨
量
も

多
く
、
キ
ノ
コ
の
発
生
と
生
育
に
は
至
適
条
件
に
恵
ま
れ
終
年
い
ず
こ
か
で

発
茸
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
か
っ
て
キ
ノ
コ
狩
り
を
し
た
と
の
話
を
耳
に
し

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
分
キ
ノ
コ
狩
り
に
は
興
味
が
あ
っ
て
も
、蛇
、蜂
、蚊
、鰐
、オ
ン
サ
（
豹
）

等
の
棲
息
圏
に
立
入
っ
て
遭
遇
す
る
、
天
敵
か
ら
の
危
害
を
意
識
し
た
恐
怖

感
が
先
行
し
て
キ
ノ
コ
狩
り
ど
こ
ろ
で
は
無
く
、
更
に
野
生
の
キ
ノ
コ
は
全

て
毒
キ
ノ
コ
と
教
わ
り
教
え
た
既
成
観
念
に
よ
り
、
ま
た
ラ
テ
ン
系
の
民
族

は
古
来
村
落
に
は
呪
術
宗
教
の
信
者
も
多
く
、
キ
ノ
コ
を
偶
像
崇
拝
の
神
聖

な
祭
祀
の
神
具
と
し
て
崇
め
奉
る
宗
派
も
あ
り
、
キ
ノ
コ
を
食
材
と
す
る
の

は
神
を
冒
涜
す
る
事
に
な
り
、
既
述
のM

yco
p

h
ilib

ia

、
即
ち
キ
ノ
コ

嫌
い
が
多
く
、
栽
培
さ
れ
た
キ
ノ
コ
以
外
は
食
べ
な
い
と
の
習
性
が
根
強
い

爲
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

南
米
に
隣
接
し
た
メ
キ
シ
コ
の
日
系
人
社
会
は
少
々
趣
が
異
な
る
よ
う

で
、
長
ら
く
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
荻
野
正
蔵
先
生
（
ニ
ッ

ケ
イ
紙
、
２
０
２
０
年
７
月
２
３
日
“
メ
キ
シ
コ
革
命
に
参
じ
た
日
本
人
移

民
”
を
寄
稿
さ
れ
、
名
著
『
海
を
越
え
て
五
百
年
』
著
者
）
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
情
報
で
は
「
メ
キ
シ
コ
は
キ
ノ
コ
類
が
豊
で
、
ほ
う
き
茸
、
舞
茸
、
初
茸
、

生
シ
イ
タ
ケ
な
ど
何
で
も
あ
り
ま
す
。
市
場
に
は
山
か
ら
採
っ
て
来
た
ば
か

り
の
キ
ノ
コ
類
が
、
小
さ
な
バ
ケ
ツ
一
杯
５
ド
ル
ぐ
ら
い
で
売
ら
れ
て
い
ま

す
。
松
茸
は
２
０
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
も
ら
っ
て
も
大
量
す
ぎ
て
飽
き
て

し
ま
い
捨
て
た
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
松
茸
は
主
に
日
本
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
０
年
以
上
前
、
松
茸
ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
日
系
人
の
間
で
縄
張
り
争
い

が
起
き
、
一
日
系
二
世
が
ピ
ス
ト
ル
で
殺
さ
れ
た
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。
今

は
松
茸
が
生
え
る
山
が
荒
ら
さ
れ
、
収
穫
量
は
激
減
し
、
毎
年
６
月
ご
ろ
に

な
る
と
日
系
食
料
品
店
に
は
松
茸
が
出
回
り
ま
す
。
１
キ
ロ
あ
た
り
一
級
品

６
０
ド
ル
、
二
級
品
が
４
０
ド
ル
ぐ
ら
い
で
す
」
と
の
事
で
し
た
。

（８）

や
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
呼よ

び
か
け
る
な

ど
声こ

え

を
か
け
て
ほ
し
か
っ
た
」

と
残ざ

ん

念ね
ん

そ
う
に
語か

た
っ
た
。

　

さ
ら
に
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

地ち

の
中な

か

の
広こ

う

大だ
い

な
土と

地ち

だ
か
ら
、

で
き
れ
ば
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
売う

っ
て

ほ
し
か
っ
た
」
と
語か

た

り
、
過か

去こ

に
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うが
同ど

う

移い

住じ
ゅ
う

地ち

か
ら
撤て

っ

退た
い

し
た
２
例れ

い

を
挙あ

げ

た
。

　
一ひ

と
つ
は
、
Ｃ
Ａ
Ｙ
Ｓ
Ａ
と

同ど
う

規き

模ぼ

の
牧ぼ

く

場じ
ょ
う

経け
い

営え
い

を
し
て

い
た
湘

し
ょ
う

南な
ん

観か
ん

光こ
う

開か
い

発は
つ

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

（
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ａ
）
で
、
撤て

っ

　

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上う

え

島し
ま

珈こ
ー
ひ
ー琲
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

会か
い

長ち
ょ
う、

上う
え

島し
ま

達た
つ

司し

氏し

が
、
１
９
８
８

年ね
ん

か
ら
「
神こ

う

戸べ

市し

・
パ

ラ
グ
ア
イ
国こ

く

名め
い

誉よ

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

（C
on

su
l G

en
eral 

H
onorario

）」
を
務つ

と

め
て

お
り
、
な
ん
ど
も
移い

住じ
ゅ
う

地ち

に

足あ
し

を
運は

こ

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

１
３
日に

ち

に
同ど

う

社し
ゃ

サ
イ
ト
の
お

問と

い
合あ

わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

質し
つ

問も
ん

を
送お

く
っ
た
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
Ｕ
Ｃ
Ｃ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

約や
く

２
８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
２
８
％
の
外そ

と

の
９
％
、

５
７
３
０
ｈ
ａ
と
い
う
広こ

う

大だ
い

な
土と

地ち

が
今こ

ん

回か
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
売ば

い

却き
ゃ
くさ
れ
た
。
同ど

う

市し

に
は

Ｃ
Ａ
Ｙ
Ｓ
Ａ
と
同ど

う

規き

模ぼ

の
企き

業ぎ
ょ
うや
農の

う

家か

は
見み

当あ

た
ら
ず
、

日に
っ

系け
い

農の
う

家か

の
大た

い

半は
ん

は
１
５
０

ｈ
ａ
か
ら
５
０
０
ｈ
ａ
の
規き

模ぼ

で
あ
り
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
存そ

ん

在ざ
い

感か
ん

の
低て

い

下か

を
招ま

ね

く
も
の
と
予よ

想そ
う

さ
れ
る
。

　

７
月が

つ

２
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、
Ｃ
Ａ

Ｙ
Ｓ
Ａ
農の

う

場じ
ょ
うに
Ｕ
Ｃ
Ｃ
社し

ゃ

員い
ん

が
パ
ラ
グ
ア
イ
人じ

ん

弁べ
ん

護ご

士し

を

駐
ちゅう

日
にち

パラグアイ大
たい

使
し

時
じ

代
だい

の田
た

岡
おか

功
いさお

さん
（本

ほん

人
にん

フェイスブックより）

「ＣＡＹＳＡ農
のう

場
じょう

」（Companía Agropecuaria Yguazú S.A.  イグアス農
のう

牧
ぼく

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

）の入
い

り口
ぐち

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

上
うえ

島
しま

達
たつ

司
し

ＵＣＣグループ会
かい

長
ちょう

（右
みぎ

）と、当
とう

時
じ

のストロスネル大
だい

統
とう

領
りょう

（提
てい

供
きょう

写
じゃ

真
しん

）

本ほ
ん

進し
ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
うで
残の

こ

っ
て
い
た

の
は
Ｕ
Ｃ
Ｃ
だ
け
だ
っ
た
の

に
。
撤て

っ

退た
い

の
仕し

方か
た

と
し
て
企き

業ぎ
ょ
う

倫り
ん

理り

的て
き

に
ど
う
な
ん
で
し

ょ
う
か
」、
他ほ

か

に
も
「
寝ね

耳み
み

に

水み
ず

…
。
み
ん
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受う

け
ま
す
。
株か

ぶ

式し
き

の
売ば

い

買ば
い

だ
か

ら
企き

業ぎ
ょ
うの
自じ

由ゆ
う

か
も
し
れ
な

い
が
、
場ば

所し
ょ

が
場ば

所し
ょ

だ
け
に

　

た
だ
し
、
現げ

ん

地ち

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

法ほ
う

に
基も

と

づ
き
、
パ
ラ
グ
ア
イ

人じ
ん

入に
ゅ
う

植し
ょ
く

者し
ゃ

も
受う

け

入い

れ
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

や
ス
イ

ス
人じ

ん

、
ド
イ
ツ
人じ

ん

な
ど
の
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くで
多た

国こ
く

籍せ
き

な
移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
な

っ
て
い
る
。
２
０
０
１
年ね

ん

現げ
ん

在ざ
い

で
日に

っ

系け
い

人じ
ん

（
イ
グ
ア
ス
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

員い
ん

）
に
よ
る
土と

地ち

所し
ょ

有ゆ
う

の
面め

ん

積せ
き

は
、
２
万ま

ん

４
２ 

２
７
ｈ
ａ
（
移い

住じ
ゅ
う

地ち

全ぜ
ん

体た
い

の

　
「
イ
グ
ア
ス
移い

住じ
ゅ
う

地ち

」
は

１
９
５
９
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

と
パ
ラ

グ
ア
イ
両

り
ょ
う

政せ
い

府ふ

の
間あ

い
だに
移い

住
じ
ゅ
う

協き
ょ
う

定て
い

が
結む

す

ば
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

事じ

業ぎ
ょ
う

団だ
ん

）

が
パ
ラ
グ
ア
イ
政せ

い

府ふ

か
ら
土と

地ち

を
購こ

う

入に
ゅ
うし
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

直ち
ょ
っ

管か
ん

移い

住じ
ゅ
う

地ち

と
し
て
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
と
い
う
経け

い

緯い

が
あ
る
。

１
９
８
０
年ね

ん

に
は
市し

に
昇

し
ょ
う

格か
く

し
、「
イ
グ
ア
ス
市し

」に
な
っ
た
。

　

ヴ
ァ
リ
グ
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

や
旅り

ょ

行こ
う

代だ
い

理り

店て
ん

に
長な

が

年ね
ん

勤き
ん

務む

し
て

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

な
ど
の
日に

本ほ
ん

送お
く

り

出だ

し
を
行

お
こ
な
っ
て
き
た
石い

し

井い

パ
ウ

ロ
さ
ん
が
、
８
月が

つ

６
日か

に
聖せ

い

市し

内な
い

の
自じ

宅た
く

で
亡な

く
な
っ
た
。

行ぎ
ょ
う

年ね
ん

９
１
歳さ

い

。

　

石い
し

井い

さ
ん
は
亡な

く
な
る
２
、

３
週

し
ゅ
う

間か
ん

ほ
ど
前ま

え

に
食

し
ょ
く

欲よ
く

不ふ

振し
ん

に
な
り
、
家か

族ぞ
く

が
病

び
ょ
う

院い
ん

へ
連つ

れ
て
行い

き
検け

ん

査さ

入に
ゅ
う

院い
ん

を
受う

け

た
と
こ
ろ
末ま

っ

期き

ガ
ン
が
見み

つ
か

移い

住じ
ゅ
う

地ち

を
ま
っ
た
く
無む

視し

し

て
行こ

う

動ど
う

す
る
こ
と
は
好こ

の

ま
し

く
な
い
。
ど
う
し
て
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
土と

地ち

を
買か

え
る
よ
う
に
交こ

う

渉し
ょ
うを
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の

か
」
な
ど
の
地じ

元も
と

と
の
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

や
道ど

う

義ぎ

的て
き

な
責せ

き

任に
ん

を
口く

ち

に
す
る
声こ

え

が
続ぞ

く

々ぞ
く

と
聞き

こ
え

た
。

ン
室し

つ

か
ら
《
弊へ

い

社し
ゃ

、
子こ

会が
い

社し
ゃ

で
あ
っ
たC

A
Y

SA

（
正せ

い

式し
き

名め
い

称
し
ょ
うC

O
M

P
A

N
IA
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G
R

O
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R
IA

 
Y

G
U

A
ZU

 SO
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A
N

O
N

IM
A

）
は
、
パ
ラ

グ
ア
イ
の
企き

業ぎ
ょ
うグ
ル
ー
プ
で

あ
る
サ
ラ
ビ
ア
グ
ル
ー
プ
に

売ば
い

却き
ゃ
くい
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

こ
れ
以い

上じ
ょ
うの
詳

し
ょ
う

細さ
い

の
公こ

う

表ひ
ょ
うは

控ひ
か

え
て
お
り
ま
す
が
、
適て

き

切せ
つ

な
手て

順じ
ゅ
んで
売ば

い

却き
ゃ
くい
た
し
て
お

り
ま
す
。
ご
理り

解か
い

賜た
ま
わり
ま
す

よ
う
お
願ね

が

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
》

と
の
返へ

ん

答と
う

が
あ
っ
た
。

石
いし

井
い

さん（親
しん

族
ぞく

提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

せ
広ひ

ろ

い
土と

地ち

で
す
か
ら
。
日に

同ど
う

伴は
ん

し
て
訪お

と
ず
れ
、
突と

つ

然ぜ
ん

、
ブ

ラ
ジ
ル
企き

業ぎ
ょ
うサ
ラ
ビ
ア
グ
ル

ー
プ
へ
の
売ば

い

却き
ゃ
くを
告つ

げ
た
と

い
う
。
同ど

う

農の
う

場じ
ょ
うは
ず
っ
と
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
人じ

ん

物ぶ
つ

が
取と

り

締し
ま
り

役や
く

を
務つ

と

め
、
昨さ

く

年ね
ん

６
月が

つ

か
ら
現げ

ん

地ち

側が
わ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

に
な
っ
た
。
そ
の
現げ

ん

地ち

側が
わ

に
長な

が

年ね
ん

に
わ
た
る
社し

ゃ

会か
い

保ほ

障し
ょ
う

費ひ

の
精せ

い

算さ
ん

問も
ん

題だ
い

な
ど
を

残の
こ

し
た
ま
ま
、
撤て

っ

退た
い

し
た
と

い
う
。

　

同ど
う

農の
う

場じ
ょ
うは
１
９
６
８
年ね

ん

に
「
南な

ん

米べ
い

開か
い

発は
つ

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

」

と
し
て
官か

ん

民み
ん

一い
っ

体た
い

で
出

し
ゅ
っ

資し

金き
ん

を
集あ

つ

め
て
営え

い

利り

優ゆ
う

先せ
ん

で

っ
た
。
回か

い

復ふ
く

の
見み

込こ

み
が
な

い
た
め
在ざ

い

宅た
く

療り
ょ
う

養よ
う

と
な
っ
て

い
た
。
最さ

い

期ご

は
家か

族ぞ
く

に
見み

守ま
も

ら
れ
な
が
ら
穏お

だ

や
か
に
亡な

く

な
っ
た
と
い
う
。

　

葬そ
う

式し
き

は
近き

ん

親し
ん

者し
ゃ

の
み
で
済す

ま
せ
、
近き

ん

日じ
つ

中ち
ゅ
うに
火か

葬そ
う

さ
れ

て
サ
ン
ト
ア
マ
ー
ロ
の
カ
ン

ポ
グ
ラ
ン
デ
墓ぼ

地ち

に
埋ま

い

葬そ
う

さ

れ
る
予よ

定て
い

。
お
別わ

か

れ
会か

い

や

四し
じ
ゅ
う十
九く

日に
ち

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

た
め
に
未み

定て
い

だ
と
い
う
。

　

石い
し

井い

さ
ん
は
ヴ
ァ
リ
グ
・

ブ
ラ
ジ
ル
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

に
定て

い

年ね
ん

す
る
ま
で
３
５
年ね

ん

間か
ん

勤つ
と

め

た
。
６
０
～
７
０
年ね

ん

代だ
い

に
か

け
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
拠き

ょ

点て
ん

を
持も

つ
「
生せ

い

長ち
ょ
うの
家い

え

」
や
「
創そ

う

価か

学が
っ

会か
い

」
な
ど
日に

本ほ
ん

と
の
縁

ゆ
か
り

深ふ
か

い
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

や
県け

ん

人じ
ん

会か
い

な
ど

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
送お

く

り
出だ

し
を

担に
な

っ
て
き
た
。
定て

い

年ね
ん

後ご

も
ウ

ニ
ベ
ル
ツ
ー
ル
、
ツ
ニ
ブ
ラ
で

各か
く

５
～
６
年ね

ん

ず
つ
勤き

ん

務む

す
る

な
ど
、
日に

っ

伯ぱ
く

間か
ん

を
結む

す

ぶ
旅り

ょ

行こ
う

代だ
い

行こ
う

業ぎ
ょ
うに
生

し
ょ
う

涯が
い

携た
ず
さわ
っ
て
き

た
。



投
稿
者
に

お
ね
が
い

◎
新
聞
や
雑
誌
の
文
章

を
書
き
写
し
た
も
の
は
、

著
作
権
侵
害
と
な
り
ま

す
。
一
部
引
用
す
る
事

は
可
能
で
す
が
、
そ
の

際
は
引
用
部
分
を
分
か

り
や
す
く
明
記
し
、
出

典
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

◎
読
み
や
す
い
書
体
で

１
千
字
以
内
に
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。
多
す
ぎ

る
場
合
は
掲
載
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
写
真
の
掲
載
も
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
返
却

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
コ
ピ
ー
を

取
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

◎
順
番
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
掲
載
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

◎
電
話
番
号
と
住
所
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◎
Ｅ
・
メ
ー
ル
で
の
投

稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

◎
送
り
先
は
ニ
ッ
ケ
イ

新
聞
「
ぷ
ら
っ
さ
」
係
。

Ｅ
メ
ー
ル 

b
u

n
g

u
e

i.n
k

@
gm

ail.com

　

読
者
の
皆
様
に
は
あ
ま
り

に
も
飛
躍
し
た
題
目
で
何
を

言
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
く
ま
で

も
「
当
た
る
も
八
卦
」
で
す
。

で
す
が
今
回
も
当
た
る
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
高
市
早
苗
衆
議
院

議
員
が
総
理
大
臣
に
な
る
に

は
、
幾
つ
か
超
え
な
い
と
な

ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
有
り
ま

す
。

①
自
民
党
議
員
の
同
志
に
よ

る
二
十
名
以
上
の
推
薦
が
必

要
で
あ
る
。

②
九
月
末
日
の
自
民
党
総
裁

と
し
て
の
期
限
ま
で
に
お
け

る
自
民
党
全
国
党
員
に
よ
る

投
票
、
自
民
党
両
院
議
員
に

よ
る
投
票
で
自
民
党
総
裁
に

選
出
さ
れ
、
そ
の
後
国
会
に

五
輪
大
会
の
話

十
三
、
西
郷
の
遣
韓
論

　
　
　
　（
け
ん
か
ん
ろ
ん
）

　
一
八
七
〇
年　

四
十
三
歳

　

い
よ
い
よ
、
西
郷
隆
盛
最

大
の
謎
と
さ
れ
る
征
韓
論
に

つ
い
て
書
く
時
が
来
た
。
西

郷
は
「
征
韓
論
」
な
ど
と
乱

暴
な
事
は
主
張
し
て
い
な
い
。

西
郷
が
征
韓
論
の
巨
魁
だ
と

歴
史
で
は
通
説
だ
。

　

明
治
初
年
、
新
政
府
が
朝

鮮
に
対
し
て
国
同
士
の
交
際

（
国
交
）
を
復
活
さ
せ
様
と

し
た
。
外
務
権
大
録
の
職
に

あ
っ
た
佐
田
白
芽
と
権
小
録

の
森
山
茂
、
斎
藤
栄
を
朝
鮮

に
派
遣
し
た
が
、
三
人
は
朝

鮮
の
首
都
に
も
入
れ
ず
帰
国
。

目
的
を
果
た
せ
ず
、
帰
国
し

た
佐
田
は
、
激
烈
な
「
征
韓

論
」
を
唱
え
始
め
、
政
府
の

大
官
達
に
「
即
刻
朝
鮮
を
討

伐
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
説

い
て
回
る
。

　

征
韓
論
に
最
も
熱
心
だ
っ

た
の
が
長
州
の
木
戸
で
、
武

（３） ２０２１（令和三）年第５７９５号 	 ８月	１７日	（火曜日）

お
い
て
与
野
党
両
院
議
員
選

挙
で
首
班
指
名
選
出
さ
れ
第

１
０
０
代
日
本
国
総
理
大
臣

が
決
定
さ
れ
る
。
現
在
の
自

民
党
内
に
お
い
て
は
、
菅
義

偉
現
総
理
、
岸
田
文
雄
、
河

野
太
郎
、
茂
木
敏
充
、
小
泉

進
次
郎
、
野
田
聖
子
、
石
破

茂
な
ど
な
ど
、
名
前
が
出
る

と
思
い
が
、
最
終
的
に
は
菅

義
偉
現
総
理
、
岸
田
文
雄
、

高
市
早
苗
の
三
名
に
絞
ら
れ

る
と
思
う
。

①
に
つ
い
て
、
高
市
早
苗
は

現
在
無
派
閥
で
あ
る
。
だ
が
、

親
安
倍
晋
三
総
理
時
代
に
は

安
倍
ガ
ー
ル
ズ
と
も
言
わ
れ

た
時
期
も
あ
る
の
で
、
現
在

も
絆
は
深
く
、
裏
で
既
に
安

倍
晋
三
よ
り
立
候
補
の
了
解

を
も
ら
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
う
な
る
と
麻
生
太
郎
も

日
本
初
の
女
性
総
理
大
臣
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
強
調

す
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
の

菅
義
偉
総
理
の
支
持
率
は
、

８
月
１
０
日
の
朝
日
新
聞
に

よ
る
と
国
民
の
世
論
調
査
が

２
８
％
ま
で
下
降
し
て
い
る

の
で
、
次
期
衆
議
院
選
挙
ま

で
に
は
さ
ら
に
支
持
率
が
下

降
す
る
予
想
が
高
い
。

　

で
す
の
で
、
自
民
党
の
総

理
大
臣
候
補
と
し
て
ま
さ
に

高
市
早
苗
が
現
在
立
候
補
す

る
の
は
時
期
を
得
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
高
市
早
苗
は
、

国
家
観
（
保
守
的
で
あ
る
）、

経
済
施
策
（
財
政
出
動
拡

大
）、
国
際
感
覚
（
対
中
韓
・

対
米
政
策
が
現
在
と
将
来
の

日
本
国
家
の
立
場
を
考
え
る

時
、
特
に
媚
中
、
親
中
で
な

い
の
が
良
い
）。

　

高
市
早
苗
の
経
歴
、
大
学

卒
業
後
、
１
９
８
４
年
に
財

団
法
人
松
下
政
経
塾
に
入
塾

（
第
５
期
生
）、
衆
議
院
議

員
八
期
当
選
（
１
９
９
３
年

か
ら
現
在
に
至
る
。
た
だ
し

２
０
０
３
年
か
ら
２
０
０
５

年
の
間
落
選
し
、
そ
の
間
大

学
教
授
を
し
て
い
た
）
の
経

歴
で
あ
り
、
政
策
通
で
あ
り

現
在
の
衆
議
院
議
員
の
間
で

も
法
案
作
成
・
提
出
し
て
成

立
さ
せ
て
い
る
の
は
一
番
多
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
た
だ
の

ミ
ー
ハ
ー
の
名
前
だ
け
の
議

員
で
は
な
い
。

　

米
国
の
民
主
党
内
で
の
研

修
を
し
た
経
歴
が
有
り
、
英

語
が
達
者
で
あ
る
。
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
イ
ギ
リ
ス
の
首

相
だ
っ
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト・サ
ッ

チ
ャ
ー
、
現
在
の
ド
イ
ツ
首
相

の
メ
ル
ケ
ル
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
少

な
く
と
も
現
在
台
湾
の
国
家

国
民
の
命
運
を
か
け
て
日
夜

頑
張
っ
て
お
る
蔡
英
文
総
統

に
見
習
っ
て
、
将
来
日
本
の

総
理
大
臣
の
道
を
邁
進
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

必
ず
日
本
の
次
期
総
理
大

臣
は
高
市
早
苗
衆
議
院
議
員

が
な
る
。

②
自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ

る
９
月
下
旬
ま
で
に
は
、
菅

力
を
持
っ
て
朝
鮮
の
釜
山
港

を
開
港
さ
せ
る
と
言
っ
た
。

参
議
の
板
垣
退
助
も
「
朝
鮮

に
滞
在
す
る
居
留
民
を
保
護

す
る
の
が
政
府
の
務
め
、
一
大

隊
を
釜
山
に
派
遣
す
べ
き
」。

　
こ
れ
に
対
し
、西
郷
は
「
そ

れ
は
早
急
に
過
ぎ
も
す
。
兵

隊
を
派
遣
す
れ
ば
朝
鮮
は
日

本
が
侵
略
し
て
来
た
と
考
え
、

い
ら
ぬ
危
惧
を
与
え
も
そ
。

今
ま
で
、
朝
鮮
と
交
渉
し
て

来
た
の
は
外
務
省
の
卑
官
ば

か
り
ご
わ
し
た
。
そ
ん
た
め
、

朝
鮮
側
も
地
方
官
吏
に
し
か

対
応
さ
せ
な
か
っ
た
で
は
ご
わ

は
ん
か
。
こ
こ
は
ま
ず
、
位

も
高
く
、
責
任
あ
る
全
権
大

使
を
派
遣
す
る
こ
と
が
、
朝

鮮
問
題
の
一
番
の
良
策
で
あ
る

と
思
い
も
す
」。

　

西
郷
は
正
論
を
説
き
、
板

垣
の
案
に
真
っ
向
か
ら
反
対

し
た
。
太
政
大
臣
の
三
条
実

美
は
「
そ
れ
で
は
軍
艦
に
乗
っ

て
兵
を
連
れ
て
行
け
ば
い
い
」

と
言
っ
た
が
、
西
郷
は
「
い
い

え
、
兵
を
連
れ
る
の
は
よ
ろ

し
ゅ
う
あ
り
ま
せ
ん
。
大
使

は
烏
帽
子
、
直
垂
を
着
し
、

礼
を
厚
う
し
、
威
儀
を
正
し

て
行
く
べ
き
で
ご
わ
す
」
と

堂
々
と
述
べ
た
。

　

板
垣
以
下
、
参
議
も
賛
成

し
た
が
、大
隈
重
信
の
み
、「
今

洋
行
し
て
い
る
岩
倉
の
帰
国

を
待
っ
て
決
定
す
べ
き
」
と
主

張
し
た
。
西
郷
は
政
府
の
首

班
で
あ
り
、
重
鎮
で
も
あ
っ

た
。
も
し
、
朝
鮮
に
行
っ
て
、

万
一
の
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
政

府
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
紆
余
曲
折
を
経

て
、
西
郷
は
全
権
大
使
と
な
っ

た
。
大
い
に
頑
張
る
つ
も
り

で
、
準
備
し
て
い
る
時
、
岩

倉
具
視
と
大
久
保
利
通
が
帰

国
し
て
来
て
、
西
郷
の
前
に

立
ち
は
だ
か
り
、
再
び
閣
議

を
開
い
て
西
郷
の
朝
鮮
派
遣

に
反
対
し
た
。
理
由
は
「
西

郷
参
議
が
朝
鮮
に
行
け
ば
、

戦
争
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

今
の
政
府
の
状
態
で
は
外
国

と
戦
争
す
る
余
力
は
な
い
」。

　

最
終
的
に
は
腹
黒
い
岩
倉

の
策
略
で
、
西
郷
の
朝
鮮
派

遣
は
潰
さ
れ
た
。
内
政
を
優

先
さ
せ
る
の
が
先
決
で
あ
る

と
言
っ
た
大
久
保
は
、
そ
の

後
の
一
八
七
四
年
、
台
湾
を

武
力
で
征
伐
し
て
中
国
と
事

を
構
え
る
。
一
八
七
五
年
、

軍
艦
に
兵
を
乗
せ
て
、
兵
威

で
も
っ
て
朝
鮮
を
屈
服
さ
せ
、

修
好
条
約
を
強
引
に
結
ば
せ

た
。

　
「
外
征
派
対
内
政
派
」
は

ア
ス
テ
カ
侵
略
「
大
失
敗
」

メ
キ
シ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
を
批
判

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】

メ
キ
シ
コ
の
ロ
ペ
ス
オ
ブ
ラ

ド
ー
ル
大
統
領
は
１
３
日
、

ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
ア
ス
テ
カ

王
国
征
服
５
０
０
年
に
合
わ

せ
て
首
都
メ
キ
シ
コ
市
で
開

か
れ
た
式
典
で
演
説
し
、
ス

ペ
イ
ン
に
よ
る
侵
略
は
「
大

失
敗
」だ
っ
た
と
批
判
し
た
。

地
元
メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
伝
え

た
。
大
統
領
は
過
去
に
侵
略

に
つ
い
て
謝
罪
を
求
め
る
書

簡
を
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ

ペ
６
世
ら
に
送
っ
て
い
る
。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
１
４
世
紀

以
降
、
現
在
の
メ
キ
シ
コ
市

を
中
心
に
ア
ス
テ
カ
王
国
が

栄
え
た
が
、
１
５
２
１
年
に

エ
ル
ナ
ン
・
コ
ル
テ
ス
率
い

る
ス
ペ
イ
ン
軍
に
よ
り
征
服

さ
れ
、
以
後
約
３
０
０
年

に
わ
た
っ
て
植
民
地
化
さ
れ

た
。

　

大
統
領
は
「
征
服
と
植
民

地
支
配
は
文
明
で
は
な
く
後

進
性
を
表
す
も
の
だ
」
と
強

調
。
先
住
民
に
向
け
「
ス
ペ

イ
ン
軍
の
占
領
が
も
た
ら
し

た
惨
劇
の
被
害
者
に
許
し
を

請
う
」
と
も
述
べ
た
。

　

大
統
領
は
今
年
５
月
、

メ
キ
シ
コ
で
の
先
住
民
マ

ヤ
人
に
対
す
る
迫
害
や
、

１
９
１
１
年
の
中
国
人
虐
殺

事
件
に
つ
い
て
謝
罪
し
た
。

聖
市
　
酒
本
恵
三

　

五
輪
大
会
初
日
か
ら
色
々

な
競
技
を
テ
レ
ビ
で
観
戦
し

て
ブ
ラ
ジ
ル
や
日
本
の
チ
ー

ム
、
そ
し
て
参
加
し
て
い
る

各
選
手
を
応
援
し
た
り
し
て

来
て
、
そ
の
中
で
感
じ
た
こ

と
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
国
別
メ
ダ
ル
獲
得
数
順
位
》

　

い
つ
も
こ
の
メ
ダ
ル
獲
得

数
に
よ
る
国
∙
地
域
別
の
順

位
表
を
見
て
思
う
の
で
す
が
、

始
め
に
金
メ
ダ
ル
獲
得
数
が

多
い
国
∙
地
域
順
に
並
べ
ら

れ
、
金
メ
ダ
ル
数
が
同
じ
か

ゼ
ロ
の
場
合
は
銀
メ
ダ
ル
が

多
い
国
が
上
位
に
行
き
、
最

七
．
時
間
・
約
束
を
守
る
こ

と
世
界
一

　

日
本
人
は
時
間
を
非
常
に

大
切
に
し
て
生
き
て
い
る
民

族
で
あ
る
。
一
生
一
度
の
人
生

を
悔
い
の
な
い
よ
う
に
個
性

を
十
分
に
生
か
し
、
与
え
ら

れ
た
使
命
を
一
所
懸
命
に
果

た
す
た
め
に
常
に
誠
を
尽
く

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
新
幹
線
は
時
間
通

り
に
発
車
し
、
到
着
す
る
。

バ
ス
停
留
所
に
は
バ
ス
の
発

着
時
間
表
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
工
場
に
お
い
て
も
、
就

業
時
間
刻
５
分
前
に
は
各

自
、
自
分
の
職
場
に
つ
い
て
い

る
。

　

約
束
を
守
る
こ
と
世
界
一
。

例
え
ば
反
物
を
買
っ
て
、
そ

の
場
で
背
広
に
仕
立
て
る
よ

明
治
維
新
の
立
役
者

当
た
る
も
八
卦

西
郷
隆
盛
の
人
と
な
り 

い
っ
た
い
ど
ん
な
人
？
　

「
高
市
早
苗
衆
議
院
議
員
は

　
　
　
　
日
本
初
の
女
性
総
理
大
臣
に
な
る
」

ジ
ア
デ
マ
　
松
村
　
滋
樹

聖
州
ソ
ロ
カ
ー
バ
市
　
早
川 

量
通

（7）

ま
や
か
し
も
の
で
あ
り
、
西

郷
を
征
韓
論
者
と
決
め
付
け

る
様
に
な
っ
た
の
は
、
当
時

西
郷
と
対
立
し
た
大
久
保
ら

が
自
ら
の
正
当
性
を
出
張
す

る
が
故
の
ま
や
か
し
で
あ
っ
た

ろ
う
と
考
え
る
べ
き
だ
。

　

西
郷
が
朝
鮮
問
題
に
熱
心

だ
っ
た
理
由
を
、
歴
史
作
家

の
海
音
寺
潮
五
郎
は
勝
海
舟

の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
と
説

く
。
当
時
西
郷
は
陸
軍
の
重

鎮
、
勝
は
海
軍
の
重
鎮
で
あ
っ

た
。
国
際
問
題
を
話
し
合
っ

た
事
で
あ
ろ
う
と
。
又
、
鹿

児
島
大
学
名
誉
教
授
の
原
口

泉
氏
は
朝
鮮
門
題
で
は
ロ
シ

ア
の
脅
威
が
西
郷
の
念
頭
に

あ
っ
た
の
で
は
と
説
く
。
米
国

と
の
対
比
で
、
英
独
な
ど
の

列
強
の
形
勢
に
注
目
し
て
い

た
こ
と
は
、
米
国
滞
在
中
の

大
久
保
利
通
に
宛
て
た
書
簡

の
一
節
か
ら
も
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
「
独
と
露
（
ロ
シ
ア
）
と
の

間
に
は
、
い
よ
い
よ
隔
意
（
か

く
い
）
を
生
じ
候
趣
、
追
々

申
し
来
た
り
」
と
、
ド
イ
ツ

と
ロ
シ
ア
を
め
ぐ
る
国
際
関

係
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
問
題

の
解
決
を
急
い
だ
西
郷
の
念

頭
に
は
、
迫
り
く
る
ロ
シ
ア
の

脅
威
に
、
い
か
に
対
抗
す
べ

征韓議論　明治 10 年 (1877 年 ) 鈴木年基作図

岩倉使節団　明治 4 年　(1871 年 ) から 1 年 10 か月洋行

表１

き
か
と
い
う
切
実
な
課
題
が

あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な

い
。

十
四
、
岩
倉
洋
行
団
の
出
発

　
　
　
か
ら
西
郷
内
閣
ま
で

一
八
七
一
年　

四
十
四
歳

　

大
久
保
や
木
戸
ら
は
百
名

を
越
え
る
大
洋
行
団
と
し
て

出
発
し
、
残
っ
た
西
郷
の
留

守
内
閣
と
な
っ
て
、
次
々
と

新
し
い
制
度
を
創
設
し
た
り
、

改
革
案
を
打
ち
出
し
た
。

　

各
県
に
裁
判
所
設
置
、
学

制
の
発
布
、
太
陽
暦
の
採
用
、

徴
兵
令
の
布
告
、
地
租
改
正

の
布
告
、
国
立
銀
行
条
例
の

制
定
な
ど
日
本
の
近
代
化
を

進
め
る
上
で
必
要
な
斬
新
な

改
革
を
行
っ
た
。
西
郷
が
政

府
の
首
班
と
し
て
い
る
間
、

明
治
政
府
の
悩
み
の
農
民
一

揆
や
反
政
府
運
動
は
ほ
と
ん

で
起
こ
ら
ず
、
民
衆
は
西
郷

の
政
治
に
満
足
し
て
い
た
。

西
郷
の
政
治
手
段
は
高
く
評

価
す
べ
き
で
あ
る
。

義
偉
総
理
の
国
民
支
持
率
が

更
に
下
降
し
、
二
階
俊
博
が

現
幹
事
長
の
特
権
で
私
物
化

し
た
次
期
衆
議
院
選
挙
の
自

民
党
議
員
の
立
候
補
選
出
に

あ
た
り
、
多
く
の
日
本
国
民

は
納
得
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
菅
義
偉
現
総
理
が
続

投
を
し
た
場
合
、
自
民
党
の

衆
議
院
議
員
の
現
有
勢
力
の

５
０
名
か
ら
１
０
０
名
ぐ
ら

い
の
落
選
者
が
出
る
の
を
覚

悟
す
べ
き
で
あ
る
。

　

も
し
高
市
早
苗
を
自
民
党

総
裁
に
選
出
し
、
国
会
に
お

い
て
与
野
党
両
院
議
員
が
第

１
０
０
代
総
理
と
し
て
指
名

し
、
日
本
初
の
女
性
総
理
大

臣
の
御
旗
を
立
て
、
選
挙
公

約
と
し
て
は
、
日
本
国
憲
法

の
改
正
、
国
際
的
緊
張
危
機

対
応
、
経
済
・
軍
事
な
ど
の

財
政
出
動
拡
張
、
国
土
強
靭

化
対
策
、
特
に
ワ
ク
チ
ン
の

自
国
で
の
開
発
、
将
来
に
わ

た
る
感
染
症
対
策
の
た
め
の

国
立
研
究
所
の
設
立
な
ど
を

掲
げ
れ
ば
情
勢
は
変
わ
り
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
有
勢
力

に
近
い
選
挙
結
果
を
得
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
う
。
自
民

党
は
結
党
以
来
の
党
是
で
あ

る
憲
法
改
正
の
精
神
を
党
利

党
略
・
私
利
私
欲
を
捨
て
、

真
に
国
家
国
民
の
生
命
財
産

の
安
全
安
心
を
真
剣
に
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　

西
郷
南
洲
翁
の
遺
訓
を
私

な
り
に
書
き
ま
す
と
「
金
も

命
も
名
も
、
名
誉
（
地
位
）

も
要
ら
ぬ
も
の
は
始
末
に
困

る
も
の
な
り
。
こ
の
困
る
者
で

な
く
し
て
は
国
家
の
大
業
を

共
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」

を
思
い
出
す
。

　

日
本
国
初
の
高
市
早
苗

女
性
総
理
大
臣
の
誕
生
を
心

か
ら
信
じ
、
愛
す
る
祖
国
日

本
が
明
る
い
未
来
あ
る
永
遠

の
国
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
。

（
文
中
、
敬
称
略
）

後
に
は
銅
メ
ダ
ル
が
多
い
国

と
い
う
ふ
う
に
順
位
を
決
め

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
少
し

不
公
平
で
は
な
い
か
。

　

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
の

は
一
番
重
要
で
す
が
、
銀
メ

ダ
ル
も
何
個
か
取
れ
ば
金
メ

ダ
ル
一つ
に
相
当
す
る
価
値
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
銀

メ
ダ
ル
に
対
す
る
銅
メ
ダ
ル

に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
で

す
か
ら
例
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
一

個
の
メ
ダ
ル
の
重
要
性
を
点

数
化
し
、
そ
れ
に
メ
ダ
ル
数

を
掛
け
合
計
し
て
順
位
を
決

め
る
と
い
う
ふ
う
に
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
各
メ
ダ
ル
の
ペ
ー
ゾ

を
決
め
る
の
は
メ
ダ
ル
を
取
っ

た
日
本
選
手
が
報
奨
金
と
し

て
日
本
で
貰
え
る
次
の
金
額
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

金
メ
ダ
ル
選
手
→
五
百
万
円

銀
メ
ダ
ル
選
手
→
二
百
万
円

銅
メ
ダ
ル
選
手
→
百
万
円

　

従
っ
て
、
こ
の
報
奨
金
の
割

合
か
ら
い
う
と
５:

２:

１
の

比
率
で
、
各
金
メ
ダ
ル
は
５

点
、
銀
メ
ダ
ル
は
２
点
、
銅

メ
ダ
ル
を
１
点
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
メ
ダ
ル
数
を
掛
け
て
総
合

点
を
は
じ
き
出
し
て
順
位
を

決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
点
数
法
で
や
る
と
順

位
は
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。（
表
１
）

　

そ
し
て
も
う
一つ
不
公
平
に

感
じ
る
の
は
、
団
体
で
獲
得

し
た
メ
ダ
ル
と
個
人
の
も
の

が
、
同
じ
一
つ
の
メ
ダ
ル
と
し

て
考
慮
さ
れ
て
い
る
事
。
こ

れ
も
団
体
競
技
で
取
っ
た
も

の
は
最
低
倍
の
価
値
（
点
数
）

に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

《
階
級
別
競
技
を
増
や
す
》

　

こ
れ
は
バ
レ
ー
と
か
バ
ス

ケ
ッ
ト
と
か
テ
ニ
ス
な
ど
の
試

合
を
見
て
い
て
い
つ
も
感
じ
る

の
で
す
が
、
背
の
高
い
選
手

が
断
然
有
利
で
、
見
て
い
て
も

「
や
っ
ぱ
り
」
と
白
け
る
こ
と

が
あ
る
。

　

柔
道
や
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど

に
は
体
重
に
よ
る
階
級
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
身
長
が
有
利

な
上
記
に
挙
げ
た
競
技
な
ど

は
例
え
ば
身
長
１
７
０
セ
ン

チ
以
上
と
以
下
の
二
つ
の
階

級
に
分
け
て
も
い
い
の
で
は
。

　

も
う
一
つ
階
級
を
増
や
す

と
し
た
ら
、
年
齢
を
考
慮

し
た
階
級
を
作
る
の
は
ど
う

で
す
か
。
例
え
ば
新
た
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
１
５
歳
ま

で
を
少
年
部
、
１
６
歳
か

ら
４
０
歳
ま
で
を
成
人
部
、

４
０
歳
以
上
を
熟
年
部
と
分

け
て
競
わ
せ
る
。

《
帰
化
人
選
手
を
も
っ
と
厳
格
に
》

　

こ
れ
は
陸
上
種
目
に
し
ろ

サ
ッ
カ
ー
に
し
ろ
、
フ
ラ
ン
ス

や
カ
ナ
ダ
な
ど
は
白
人
国
家

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黒
人
の

ア
ス
リ
ー
ト
の
数
が
す
こ
ぶ

る
多
い
。
あ
る
男
子
陸
上
リ

レ
ー
競
走
の
種
目
を
見
て
い

て
代
表
選
手
が
４
人
と
も
黒

人
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
て
っ

き
り
ア
フ
リ
カ
の
ど
こ
か
の
国

の
選
手
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
ら
、
実
は
カ
ナ
ダ
の
選
手

だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
ア
ス
リ
ー
ト
達

の
な
か
に
は
、
国
が
わ
ざ
わ

ざ
外
国
の
優
秀
な
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
を
招
待
し
、
帰
化
さ
せ

て
種
目
に
参
加
さ
せ
て
い
る
の

が
案
外
い
る
の
で
は
な
い
か
。

帰
化
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参

加
資
格
を
も
っ
と
厳
格
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
帰
化
し
て
そ
の
国
に

最
低
１
０
年
住
ん
で
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
か
。

《
性
判
定
基
準
を
も
っ
と
厳
格
に
》

　

今
回
大
会
に
参
加
し
て
い

る
女
子
ア
ス
リ
ー
ト
の
中
に

は
、
男
と
ま
ち
が
え
る
よ
う

な
顔
つ
き
や
容
姿
の
人
た
ち

が
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
出
て
い
た
。

　
こ
れ
な
ど
は
国
際
陸
上
競

技
連
盟
や
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
が
規
定
す
る
女
性

が
持
つ
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
種

で
あ
る
血
中
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

の
濃
度
の
リ
ミ
ッ
ト
が
標
準

の
女
性
が
持
っ
て
い
る
の
と
比

べ
て
ず
っ
と
高
い
と
こ
ろ
に
定

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
、
も
っ

と
リ
ミ
ッ
ト
を
下
げ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
、
と
ネ
ッ
ト
で

懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

日
本
は
世
界
一ビ

ラ
カ
ロ
ン
　
大
城
良
雄

（2）

う
に
注
文
す
る
と
、
約
束
の

日
時
に
は
必
ず
出
来
上
が
っ

て
い
る
。
日
本
人
は
信
用
と

和
を
重
ん
ず
る
国
民
性
か
ら

約
束
を
守
る
こ
と
は
当
た
り

前
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
時
間
が
無

か
っ
た
か
ら
出
来
な
い
と
言
い

訳
を
す
る
。
信
号
灯
・
制
限

速
度
を
守
ら
な
い
、
す
べ
て
が

い
い
加
減
で
あ
る
。
誠
実
さ

真
面
目
さ
に
欠
け
る
か
約
束

を
守
ら
な
い
の
で
あ
る
。

八
．
敬
老
の
精
神

　

日
系
人
は
、
先
輩
、
両

親
、
御
先
祖
を
敬
い
、
大
切

に
す
る
。
自
分
の
命
は
親
を

縁
に
し
て
先
祖
か
ら
連
綿
と

伝
わ
っ
て
き
た
命
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
自
分
の
人
生
は
自
分

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
自
分

の
生
き
様
が
、
子
、
孫
、
周

囲
の
社
会
に
影
響
を
与
え
る

の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
勝
手

気
ま
ま
に
利
己
的
な
生
き
方

は
先
輩
両
親
御
先
祖
に
対
し

て
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
正

し
く
生
き
る
こ
と
こ
そ
敬
老

の
精
神
で
あ
る
。

九
．
日
本
語
は
世
界
一
素
晴

ら
し
い
言
語

　

日
本
語
に
日
本
の
心
が
表

れ
て
い
る
。
昔
か
ら
言
霊
と

言
っ
て
言
葉
に
は
魂
が
宿
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

外
国
人
が
日
本
に
住
ん
で

日
本
語
だ
け
を
話
し
て
い
る

と
無
意
識
の
う
ち
に
心
が
日

本
人
に
な
っ
て
、
顔
立
ち
や

も
の
の
考
え
方
態
度
ま
で
日

本
人
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
日
本
語
の
不
思
議

な
力
な
の
で
あ
る
。

　

①
「
日
本
語
の
働
く
」
は

「
傍
楽
」
で
、
周
り
の
人
々

を
楽
に
し
幸
せ
に
す
る
こ
と

で
、
働
く
こ
と
は
最
高
の
喜

び
で
す
。

　

②
「
日
本
語
の
も
っ
た
い
な

い
」
は
漢
字
で
書
く
と
勿
体

無
い
と
な
り
、
そ
の
語
源
は

勿
体
無
い
で
す
。
お
釈
迦
様

の
言
葉
に
「
山
川
草
木
国
土

悉
皆
成
仏
」
す
な
わ
ち
山
も

川
も
草
も
木
も
土
地
も
す
べ

て
神
様
仏
様
の
命
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
る
か
ら
粗
末
に
し
て

は
い
け
な
い
の
で
す
。

　

③
日
本
語
の
ハ
イ
と
い
う

返
事
の
ハ
イ
を
漢
字
で
書
く
と

「
拝
」
で
す
。
私
た
ち
日
本

人
は
ハ
イ
と
返
事
す
る
と
き
、

無
意
識
の
う
ち
に
相
手
を
拝

ん
で
い
ま
す
。
相
手
の
命
を

拝
ん
で
い
ま
す
。

　

④
お
天
等
様

　

昔
の
人
は
お
天
道
様
が
見

て
い
る
よ
と
よ
く
言
っ
て
い
た

も
の
で
す
。
お
天
道
様
が
見

て
い
る
か
ら
怠
け
て
は
い
け
ま

せ
ん
よ
。
悪
い
事
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
よ
と
言
う
戒
め

と
、
お
天
道
様
が
見
て
い
る

か
ら
今
は
苦
労
し
て
お
っ
て

も
、
お
天
道
様
は
あ
な
た
を

見
守
っ
て
い
る
か
ら
、
安
心
し

て
頑
張
り
な
さ
い
と
言
う
励

ま
し
の
二
つ
の
意
味
が
有
り

ま
す
。
お
天
道
様
と
は
神
様

の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
で
は

大
自
然
ま
た
は
大
宇
宙
と
同

義
語
で
あ
り
ま
す
。

十
．
日
本
人
・
日
系
人
の
信

用
が
世
界
一

　

ジ
ャ
ポ
ー
ネ
ス･

ガ
ラ
ン

チ
ー
ド
と
言
わ
れ
て
い
る
通

り
、
日
系
人
は
世
界
一
信
用

で
き
る
国
民
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

戦
前
移
民
が
ご
苦
労
・
ご

努
力
に
よ
っ
て
築
い
て
下
さ
っ

た
大
信
用
の
お
蔭
で
、
私
達

戦
後
移
民
は
ど
ん
な
職
業
に

就
い
て
も
そ
れ
程
苦
労
す
る

こ
と
も
な
く
、
不
安
な
く
、

順
調
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

信
用
が
如
何
に
大
切
で
あ
る

か
、
そ
の
有
難
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

昔
の
日
本
人
は
自
分
の
命

の
本
源
が
太
陽
で
あ
る
こ
と

知
り
、
太
陽
に
感
謝
し
、
太

陽
の
よ
う
に
丸
く
、
明
る
く
、

温
か
く
、
無
私
に
、
元
気
に

仲
良
く
生
活
し
て
い
く
心
が

日
本
人
の
心
で
あ
る
と
直
感

し
て
い
た
。
そ
の
大
和
魂
が

信
用
の
根
源
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
世
界
一
の
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
以

上
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
も

吾
々
は
日
系
人
と
生
れ
た
こ

と
に
誇
り
・
自
信
・
信
念
を

も
っ
て
、
前
向
き
に・明
る
く・

豊
か
に
生
き
て
参
っ
て
も
よ
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

終
り
に
日
出
づ
る
国
日
本

国
は
人
類
を
照
ら
す
燈
台
た

ら
ん
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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罷ひ

免め
ん

や
出し

ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

な
ら
一い

っ

気き

に
流り

ゅ
う

動ど
う

化か

可か

能の
う

性せ
い

が
出で

て
き
た
「
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

」

樹  

海

じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
か
い

拡
かく

大
だ い

版
ば ん

《記
き

者
しゃ

コラム》
　

先せ
ん

月げ
つ

ま
で
の
政せ

い

治じ

的て
き

な
図ず

式し
き

は
《
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
Ｖ
Ｓ
ル

ー
ラ
》
の
雰ふ

ん

囲い

気き

が
強つ

よ

か
っ

た
。
こ
の
１
カ
月げ

つ

で
そ
れ
が

ガ
ラ
リ
と
変か

わ
っ
た
。

　

本ほ
ん

紙し

８
月が

つ

１
０
日か

付づ
け

《
記き

者し
ゃ

コ
ラ
ム
》「
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う、

選せ
ん

挙き
ょ

敗は
い

北ぼ
く

な
ら
ク
ー
デ
タ
ー
」

報ほ
う

道ど
う

ま
で
？
！
＝
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

事じ

に
「
娼

し
ょ
う

婦ふ

の
子こ

」
発は

つ

言げ
ん

（h
ttp

s://w
w

w
.

n
ik

k
e

y
sh

im
b

u
n

.
jp

/2
0

2
1

/2
1

0
8

1
0

-
4

1
co

lo
n

ia.h
tm

l

）
に

詳く
わ

し
く
書か

い
た
通と

お

り
、《
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
Ｖ
Ｓ
司し

法ほ
う

（
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

＋
選せ

ん

挙き
ょ

高こ
う

裁さ
い

）》
と
い
う
構こ

う

図ず

に
変か

わ
っ
た
か
ら
だ
。

　

セ
ン
ト
ロ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
、

シ
ロ
・
ノ
ゲ
イ
ラ
上

じ
ょ
う

議ぎ

が
政せ

い

権け
ん

ナ
ン
バ
ー
２
で
あ
る
官か

ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
こ
と
で
、

連れ
ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

で
の
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

派は

の
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くが

強つ
よ

ま
り
、
そ

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに

対た
い

す
る
反は

ん

発ぱ
つ

と
し

て
、
三さ

ん

権け
ん

の
う
ち
で
唯ゆ

い

一い
つ

残の
こ

さ
れ
た
司し

法ほ
う

が
本ほ

ん

格か
く

的て
き

逆ぎ
ゃ
く

襲し
ゅ
う

を
始は

じ

め
た
か
ら
だ
。

　

そ
れ
が
８
月が

つ

２
日か

に
選せ

ん

挙き
ょ

高こ
う

裁さ
い

が
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

を
捜そ

う

査さ

対た
い

象し
ょ
うに

す
る
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
こ

と
の
意い

味み

だ
。（
本ほ

ん

紙し

８
月が

つ

４
日か

付づ
け

《
選せ

ん

挙き
ょ

高こ
う

裁さ
い 

ボ
ル

ソ
ナ
ロ
へ
の
捜そ

う

査さ

求も
と

め
る
＝

選せ
ん

挙き
ょ

不ふ

正せ
い

の
虚き

ょ

報ほ
う

拡か
く

散さ
ん

で
＝

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

出し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

も
あ

り
？
》（h

ttp
s://w

w
w

.
n

ik
k

e
y

sh
im

b
u

n
.

jp
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）。

　

そ
れ
に
加く

わ

え
て
、
だ
め
押お

し
の
よ
う
に
先せ

ん

週し
ゅ
う１

２
日に

ち

、

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・
モ
ラ

エ
ス
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

事じ

が
ボ
ル
ソ

ナ
ロ
氏し

に
関か

ん

す
る
４
つ
め
の

捜そ
う

査さ

開か
い

始し

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
７

月が
つ

２
８
日に

ち

の
定て

い

例れ
い

ラ
イ
ブ
の

後あ
と

、「
２
０
１
８
年ね

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

の
不ふ

正せ
い

の
証

し
ょ
う

拠こ

」
と
し

外が
い

は
〝
前ぜ

ん

世せ
い

紀き

の
遺い

物ぶ
つ

〟
だ

と
断だ

ん

じ
た
。

　
コ
ス
タ
氏し

は
、「
今こ

ん

回か
い

の
パ

レ
ー
ド
は
海か

い

兵へ
い

隊た
い

が
装そ

う

備び

を

刷さ
っ

新し
ん

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
こ
と

を
示し

め

す
の
に
役や

く

立だ

っ
た
か
も

し
れ
な
い
」
と
皮ひ

肉に
く

な
指し

摘て
き

を
す
る
。
海か

い

軍ぐ
ん

の
精せ

い

鋭え
い

部ぶ

隊た
い

で
あ
る
は
ず
の
海か

い

兵へ
い

隊た
い

に
は
、

最さ
い

高こ
う

の
装そ

う

備び

が
投と

う

入に
ゅ
うさ

れ
て

い
る
は
ず
。
そ
れ
が
そ
の
レ
ベ

ル
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以い

外が
い

の

装そ
う

備び

は
目め

も
当あ

て
ら
れ
な
い

コ
ト
に
な
る
…
。

　

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
軍ぐ

ん

側が
わ

の
発は

つ

案あ
ん

と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
実じ

つ

は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

府ふ

と
国こ

く

防ぼ
う

大だ
い

臣じ
ん

が
命め

い

令れ
い

し
て
い
た
こ
と
も
ば
れ

て
し
ま
っ
た
（h

ttp
s://
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o
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）。
明あ

き

ら
か
に
議ぎ

会か
い

へ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

尾お

山や
ま

タ
イ
ス
氏し

の
Ｕ
Ｏ

Ｌ
コ
ラ
ム
（h

ttp
s://n
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a
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）
に
よ

れ
ば
、
軍ぐ

ん

の
中な

か

に
は
こ
の
行こ

う

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

を
廃は

い

止し

へ 

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

派は

の
乱ら

ん

用よ
う

を
牽け

ん

制せ
い

か
（h

ttp
s://w

w
w

.
n

ik
k

e
y

sh
im

b
u

n
.

統と
う

領り
ょ
うに

ノ
ー
を
突つ

き
つ
け
た
。

与よ

党と
う

セ
ン
ト
ロ
ン
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
何な

ん

で
も
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに

賛さ
ん

同ど
う

す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

す
た
め
だ
け
に
、
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
パ
レ
ー
ド
を
行

お
こ
な

っ
た
。

　

本ほ
ん

紙し

８
月が

つ

１
１
日に

ち

付づ
け

《
ブ

ラ
ジ
ル
》
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

！
三さ

ん

権け
ん

広ひ
ろ

場ば

を
戦せ

ん

車し
ゃ

行こ
う

進し
ん

で
威い

嚇か
く

か
＝
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの

ク
ー
デ

タ
ー
予よ

告こ
く

説せ
つ

も
＝
議ぎ

会か
い

で

投と
う

票ひ
ょ
う

方ほ
う

式し
き

投と
う

票ひ
ょ
うの

日ひ

に
＝

下か

院い
ん

議ぎ

長ち
ょ
う「

悲ひ

劇げ
き

的て
き

な
偶ぐ

う

然ぜ
ん

」（h
ttp

s://w
w

w
.

n
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k
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.
jp
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に
詳

し
ょ
う

述じ
ゅ
つ。

　

多お
お

く
の
下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

は
「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

へ
の
脅

き
ょ
う

威い

」「
軍ぐ

ん

を
背は

い

景け
い

に
し
た
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

へ
の
脅お

ど

し
」
と
強つ

よ

く
反は

ん

発ぱ
つ

し
た
。
だ

が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ブ
ラ
ジ
ル
ニ
ュ
ー

ス
８
月が

つ

１
０
日か

付づ
け

は
冷れ

い

静せ
い

に
《
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
へ
の
海か

い

軍ぐ
ん

パ

レ
ー
ド
で
見み

せ
ら
れ
た
の
は
、

７
０
年ね

ん

代だ
い

の
〝
戦せ

ん

車し
ゃ

〟
と
ベ

ト
ナ
ム
戦せ

ん

争そ
う

時じ

代だ
い

の
装そ

う

甲こ
う

車し
ゃ

》
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と
報ほ

う

じ
た
。
世せ

界か
い

的て
き

な
レ
ベ

ル
か
ら
す
れ
ば
「
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

脅き
ょ
う

威い

」
で
は
な
い
と
い
う
。

　

同ど
う

記き

事じ

で
軍ぐ

ん

事じ

車し
ゃ

両り
ょ
う

専せ
ん

門も
ん

家か

の
ジ
ョ
ア
ン
・
マ
ル
セ
ロ
・

デ
ラ
・
コ
ス
タ
氏し

は
、
唯ゆ

い

一い
つロ

ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
の
み
が
比ひ

較か
く

的て
き

先せ
ん

進し
ん

的て
き

だ
が
、
そ
れ
以い

u
n

ic
a

-fo
rm

a
-d

e
-

derrotar-lula/

）
で
は
、

ル
ー
ラ
で
も
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
で
も

な
い
「
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

」
を
盛も

り
上あ

げ
た
い
勢せ

い

力り
ょ
くと

し
て
は
、

「
ル
ー
ラ
を
倒た

お

す
唯ゆ

い

一い
つ

の
方ほ

う

法ほ
う

は
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
を
罷ひ

免め
ん

す

る
こ
と
だ
と
見み

て
い
る
」
と

書か

か
れ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍か

議ぎ

員い
ん

調ち
ょ
う

査さ

委い

員い
ん

会か
い

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
の
方ほ

う

で
も

「
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うを

辞や

め
さ
せ
る
証

し
ょ
う

拠こ

は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
集あ

つ

ま
っ
た
」
と
、

期き

限げ
ん

の
１
１
月が

つ

ま
で
待ま

た
ず

に
早そ

う

々そ
う

に
切き

り
上あ

げ
て
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

を
出だ

す
と
言い

い
始は

じ

め
て
い

る
。
そ
う
な
れ
ば
今こ

年と
し

イ
ン

ピ
ー
チ
メ
ン
ト
を
始は

じ

め
る
と

い
う
筋す

じ

書が

き
も
あ
り
え
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに

変か

わ
っ
て
き
た
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
が
罷ひ

免め
ん

か
出

し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
な
れ
ば
、
情

じ
ょ
う

勢せ
い

は

一い
っ

気き

に
流

り
ゅ
う

動ど
う

化か

す
る
。

　
つ
ま
り
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
が
健け

ん

在ざ
い

で
い
る
限か

ぎ

り
、
ル
ー
ラ
の

優ゆ
う

勢せ
い

は
変か

わ
ら
な
い
。
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
の
罷ひ

免め
ん

も
し
く
は
出

し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
よ
り
、
強

き
ょ
う

敵て
き

が
消き

え
て
弱

じ
ゃ
く

体た
い

化か

し
た
ル
ー
ラ
な

ら
、「
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

」
が
倒た

お

せ
る
と
み
て
い
る
。

　

実じ
っ

際さ
い

ル
ー
ラ
は
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作さ

く

戦せ
ん

の

裁さ
い

判ば
ん

が
再さ

い

開か
い

さ
れ
れ
ば
、
い

つ
有ゆ

う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

が
出で

て
、
再ふ

た
た

び

出し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
な
る
か
分わ

か
ら

な
い
身み

だ
。
Ｌ
Ｊ
作さ

く

戦せ
ん

に
よ

っ
て
暴ば

く

露ろ

さ
れ
た
事じ

件け
ん

は
無む

罪ざ
い

に
な
っ
た
わ
け
で
は
無な

く
、

裁さ
い

判ば
ん

や
り
直な

お

し
に
な
っ
た
だ

け
。
全す

べ

て
は
司し

法ほ
う

の
手て

の
う

ち
に
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
流な

が

れ
で
、
司し

法ほ
う

が
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
出

し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

を
決け

つ

意い

す
れ
ば
、「
第だ

い

３
の

候こ
う

補ほ

」
の
可か

能の
う

性せ
い

が
一い

っ

気き

に

高た
か

ま
る
。

　

今い
ま

の
と
こ
ろ
主お

も

な
「
第だ

い

３

の
候こ

う

補ほ

」
と
し
て
上あ

が
っ
て
い

る
の
は
、
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
、
マ

ン
デ
ッ
タ
、
エ
ド
ア
ル
ド
・
レ

イ
チ
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
あ

た
り
か
。

　

ジ
ル
ベ
ル
ト
・
カ
サ
ビ
Ｐ

Ｓ
Ｄ
党と

う

首し
ゅ

は
《
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

が
誰だ

れ

で
あ
れ
、
決け

っ

選せ
ん

投と
う

票ひ
ょ
う

ま
で
来く

れ
ば
勝か

つ
だ
ろ

う
》（h

ttp
s://w

w
w

.
oan tagon
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u
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q

u
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h

ara-as-
eleicoes/

）と
見み

て
い
る
こ

と
を
明あ

か
し
た
。

　
つ
ま
り
、
来ら

い

年ね
ん

の
決け

っ

選せ
ん

投と
う

票ひ
ょ
うが

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
Ｖ
Ｓ
ル
ー

ラ
と
い
う
図ず

式し
き

が
崩く

ず

れ
た
場ば

合あ
い

を
す
で
に
想そ

う

定て
い

し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
「
ル
ー
ラ
Ｖ
Ｓ
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

」
と
い
う
形か

た
ち

で
読よ

ん
で
お
り
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
パ
シ

ェ
ッ
コ
上

じ
ょ
う

院い
ん

議ぎ

長ち
ょ
うを

立り
っ

候こ
う

補ほ

さ
せ
る
べ
く
動う

ご

い
て
い
る
よ
う

だ
。

　

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙し

１
１
日に

ち

付づ
け

コ
ラ
ム
で
カ
ミ
ラ
・
マ
ト
ソ

氏し

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
独ど

く

自じ

の

分ぶ
ん

析せ
き

を
し
た
。
印い

ん

刷さ
つ

付づ

き
電で

ん

子し

投と
う

票ひ
ょ
う

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
本ほ

ん

会か
い

議ぎ

決け
つ

議ぎ

で
、
連れ

ん

立り
つ

与よ

党と
う

か
ら
反は

ん

対た
い

票ひ
ょ
うが

多お
お

く
出で

た
だ
け
で
な

く
、
与よ

党と
う

か
ら
も
賛さ

ん

成せ
い

票ひ
ょ
う

が
け
っ
こ
う
出で

た
。
ま
っ
た

く
組そ

織し
き

的て
き

で
無な

い
動う

ご

き
で
あ

り
、「
こ
れ
は
〝
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

〟
を
生う

み
や
す
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うと

い
え
る
」
と
読よ

み
解と

い
て
い

る
（w

w
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）
の
中な

か

で
、
大だ

い

企き

業ぎ
ょ
う

社し
ゃ

主し
ゅ

の
一い

ち

部ぶ

が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

か
ら
離は

な

れ
て
き
て
い
る
様よ

う

子す

が
描か

か
れ
て
い
る
。

　

イ
タ
ウ
銀ぎ

ん

行こ
う

社し
ゃ

主し
ゅ

家け

の
一ひ

と

人り

マ
リ
ア
・
ア
リ
ッ
セ
・
サ
ツ

バ
ル
氏し

は
「
決け

っ

選せ
ん

投と
う

票ひ
ょ
うで

ボ

ル
ソ
ナ
ロ
と
ル
ー
ラ
が
残の

こ

っ
た

ら
ル
ー
ラ
、
そ
う
で
な
い
場ば

合あ
い

（
ル
ー
ラ
と
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

）

は
『
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

』
に
い
れ

る
か
も
」
と
ほ
の
め
か
し
て

い
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う

な
機き

運う
ん

が
高た

か

ま
っ
て
い
る
。

今い
ま

の
と
こ
ろ
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

代だ
い

表ひ
ょ
う

格か
く

は
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
か

　

現げ
ん

状じ
ょ
う「

第だ
い

３
の
候こ

う

補ほ

」
の

筆ひ
っ

頭と
う

は
、
文も

ん

句く

な
し
に
シ
ロ
・

ゴ
メ
ス
（
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）
だ
。
元も

と

セ
ア
ラ
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

で
、
左さ

派は

だ

が
Ｐ
Ｔ
と
は
袂た

も
と

を
分わ

か
っ
た

歴れ
き

史し

が
あ
る
。
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

も
ル
ー
ラ
も
厳き

び

し
く
批ひ

判は
ん

す

る
姿し

勢せ
い

を
ず
っ
と
貫つ

ら
ぬ

い
て
お

り
、
ル
ー
ラ
に
似に

た
ボ
ス
肌は

だ

で
あ
り
、
地じ

元も
と

北ほ
く

東と
う

伯は
く

で
の

受う

け
も
良よ

い
。

　

ベ
ー
シ
ャ
誌し

サ
イ
ト
７
月が

つ

た
こ
と
に
反は

ん

撃げ
き

す
る
よ
う
に

味み

方か
た

陣じ
ん

営え
い

か
ら
突つ

き
上あ

げ
ら

れ
、
仕し

方か
た

な
く
こ
の
判は

ん

事じ

罷ひ

免め
ん

を
申し

ん

請せ
い

す
る
こ
と
に
し
た

と
報ほ

う

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
多お

お

く
の
議ぎ

員い
ん

が
反は

ん

発ぱ
つ

す
る
声せ

い

明め
い

を
出だ

し
て
お
り
、

パ
シ
ェ
コ
上

じ
ょ
う

院い
ん

議ぎ

長ち
ょ
うは

そ
れ

を
机つ

く
え

に
し
ま
っ
て
お
く
可か

能の
う

性せ
い

が
高た

か

い
。
つ
ま
り
、
ム
ダ

な
脅お

ど

し
に
な
り
そ
う
だ
。
ア

ル
ト
ゥ
ー
ル
・
リ
ラ
下か

院い
ん

議ぎ

長ち
ょ
うが

１
３
０
件け

ん

近ち
か

い
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

罷ひ

免め
ん

申し
ん

請せ
い

を
手て

元も
と

に
仕し

舞ま

っ

て
い
る
の
と
一い

っ

緒し
ょ

と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
の
は
、
も

し
も
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
が
出

し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
な
っ
た
ら
、
ル
ー
ラ
が

当と
う

選せ
ん

す
る
可か

能の
う

性せ
い

も
下さ

が

る
と
い
う
点て

ん

だ
。
今い

ま

現げ
ん

在ざ
い

は

「
反は

ん

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
票ひ

ょ
う

」
が
ル

ー
ラ
に
集あ

つ

ま
っ
て
い
る
か
ら
、

支し

持じ

率り
つ

調ち
ょ
う

査さ

で
１
位い

を
保た

も

っ

撃げ
き

沈ち
ん

＝
印い

ん

刷さ
つ

付つ

き
電で

ん

子し

投と
う

票ひ
ょ
う 

下か

院い
ん

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

で
正せ

い

式し
き

却き
ゃ
っ

下か

＝
３
０
８
票ぴ

ょ
う

に
ま
る
で
届と

ど

か
ず
＝
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは

負ま

け
惜お

し
み
（h

ttp
s://w
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）
に
あ

る
よ
う
に
、
憲け

ん

法ぽ
う

補ほ

足そ
く

法ほ
う

案あ
ん

（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
承

し
ょ
う

認に
ん

に
必ひ

つ

要よ
う

な
３
０
８
票

ぴ
ょ
う

以い

上じ
ょ
うに

は
ほ
ど

遠と
お

い
、
２
２
９
票ひ

ょ
う

し
か
集あ

つ

ま

ら
な
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

ま
で

「
１
５
０
票ぴ

ょ
う

て
い
ど
し
か
集あ

つ

ま
ら
な
い
」
と
の
大お

お

方か
た

の
予よ

想そ
う

を
大お

お

き
く
上う

わ

回ま
わ

っ
た
。
Ｃ

Ｂ
Ｎ
ラ
ジ
オ
で
１
１
日に

ち

朝あ
さ

、

ラ
ウ
ロ・
ジ
ャ
ル
ジ
ン
氏し

は「
こ

れ
だ
け
増ふ

え
た
の
は
、
シ
ロ
・

ノ
ゲ
イ
ラ
官か

ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

と
フ
ラ

ヴ
ィ
ア
・
ア
フ
ダ
下か

議ぎ

（
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

と
議ぎ

会か
い

の
調

ち
ょ
う

整せ
い

役や
く

）

の
力

ち
か
ら

業わ
ざ

の
た
ま
も
の
。
だ
が
、

た
と
え
セ
ン
ト
ロ
ン
で
あ
っ
て

も
、
同ど

う

調ち
ょ
うで

き
な
い
意い

見け
ん

な

ら
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと

一い
っ

線せ
ん

を
引ひ

く
関か

ん

係け
い

で
あ
る
こ
と
を
示し

め

し
た
」

と
、
軍ぐ

ん

部ぶ

の
反は

ん

応の
う

が
割わ

れ
て

き
た
よ
う
に
セ
ン
ト
ロ
ン
内な

い

部ぶ

に
も
亀き

裂れ
つ

が
見み

ら
れ
始は

じ

め

た
と
分ぶ

ん

析せ
き

し
た
。

　

連れ
ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

で
最も

っ
と

も
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な

反は
ん

応の
う

を
見み

せ
た
の
は
、
上

じ
ょ
う

院い
ん

だ
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが

自じ

分ぶ
ん

を
批ひ

判は
ん

す
る
人じ

ん

物ぶ
つ

に
国こ

っ

家か

治ち

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

を
適て

き

用よ
う

し
て
取と

り
締し

ま
っ

て
き
た
こ
と
が
問も

ん

題だ
い

に
な
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
を
換か

ん

骨こ
つ

奪だ
っ

胎た
い

す
る
修

し
ゅ
う

正せ
い

案あ
ん

を
可か

決け
つ

し
た
の

だ
。

　

本ほ
ん

紙し

３
月が

つ

２
０
日か

付づ
け

《
人に

ん

気き

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
「
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
が

国こ
っ

家か

治ち

安あ
ん

法ほ
う

に
抵て

い

触し
ょ
く

？ 

そ

れ
と
も
言げ

ん

論ろ
ん

統と
う

制せ
い

や
言こ

と

葉ば

狩か

り
》（h

ttp
s://w

w
w
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に
あ

る
よ
う
に
、
軍ぐ

ん

政せ
い

が
残の

こ

し
た

悪あ
く

法ほ
う

の
一ひ

と
つ
で
久ひ

さ

し
く
使つ

か

わ
れ

な
か
っ
た
が
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大だ

い

動ど
う

に
関か

ん

し
て
「
軍ぐ

ん

の
恥は

じ

さ
ら

し
」
と
考か

ん
が

え
、「
あ
る
陸り

く

軍ぐ
ん

高こ
う

官か
ん

は
、
パ
レ
ー
ド
を
観か

ん

覧ら
ん

す
る
の
を
断こ

と
わ

る
た
め
に
パ
ウ

ロ
・
セ
ル
ジ
オ
陸り

く

軍ぐ
ん

総そ
う

司し

令れ
い

官か
ん

は
辞じ

任に
ん

す
べ
き
だ
」
と
い

う
声こ

え

も
あ
っ
た
と
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

統と
う

領り
ょ
うは

頻ひ
ん

繁ぱ
ん

に
こ
れ
を
反は

ん

対た
い

派は

の
鎮ち

ん

圧あ
つ

に
使つ

か

い
始は

じ

め
て
い

た
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
下か

院い
ん

は
５
月が

つ

に
修

し
ゅ
う

正せ
い

案あ
ん

を
決け

つ

議ぎ

し
た
。
本ほ

ん

紙し

５
月が

つ

７
日か

付づ
け

《
ブ
ラ
ジ
ル
》
国こ

っ

家か

治ち
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に
詳

し
ょ
う

述じ
ゅ
つ。

こ
の
よ
う
に
下か

院い
ん

で
は
、

刑け
い

法ほ
う

に
あ
る
「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

体た
い

制せ
い

に
対た

い

す
る
危き

険け
ん

行こ
う

為い

」
の

内な
い

容よ
う

と
し
て
「
フ
ェ
イ
ク
ニ

ュ
ー
ス
の
拡か

く

散さ
ん

」
や
「
暴ぼ

う

力り
ょ
く

を
助じ

ょ

長ち
ょ
うす

る
言げ

ん

動ど
う

」
な
ど
の

１
０
項こ

う

目も
く

を
付つ

け
加く

わ

え
た
上う

え

で
、
国こ

っ

家か

治ち

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

自じ

体た
い

は
廃は

い

案あ
ん

に
す
る
提て

い

案あ
ん

を
し
、

承し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が

施し

行こ
う

さ
れ
れ
ば
、
政せ

い

敵て
き

へ
の

ネ
ッ
ト
攻こ

う

撃げ
き

を
得と

く

意い

と
す
る

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに

は
明あ

き

ら
か
に
不ふ

利り

だ
。

　

だ
が
そ
れ
以い

来ら
い

、
上

じ
ょ
う

院い
ん

で
は
止と

ま
っ
て
い
た
。
そ
れ

を
、
軍ぐ

ん

事じ

パ
レ
ー
ド
が
あ
っ

た
１
０
日か

に
い
き
な
り
可か

決け
つ

し
た
。
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

へ
の

当あ

て
つ
け
と
い
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
。
つ
ま
り
、
両

り
ょ
う

院い
ん

で
大だ

い

て
現げ

ん

在ざ
い

、
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

で
捜そ

う

査さ

中ち
ゅ
うの

ハ
ッ
カ
ー
選せ

ん

挙き
ょ

高こ
う

裁さ
い

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
潜せ

ん

入に
ゅ
う

事じ

件け
ん

の
秘ひ

密み
つ

書し
ょ

類る
い

の
リ
ン
ク
を
自じ

分ぶ
ん

の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公こ

う

開か
い

し
た
こ
と
に

関か
ん

し
、
不ふ

正せ
い

に
公こ

う

的て
き

な
秘ひ

密み
つ

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
開か

い

示じ

し
た
容よ

う

疑ぎ

で
立り

っ

件け
ん

し
た
。

　

１
４
日か

現げ
ん

在ざ
い

で
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに

は
選せ

ん

挙き
ょ

高こ
う

裁さ
い

で
４
件け

ん

、
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

で
４
件け

ん

も
の
捜そ

う

査さ

が
開か

い

始し

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
意い

味み

す
る
の
は
「
い
つ
出

し
ゅ
つ

馬ば

不ふ

可か

に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
」

と
い
う
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うだ

。
司し

法ほ
う

側が
わ

が

そ
の
気き

に
な
れ
ば
、
い
つ
で
も

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの

政せ
い

治じ

的て
き

未み

来ら
い

を
断た

ち
切き

れ
る
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
。

議ぎ

会か
い

に
圧あ

つ

力り
ょ
くを
か
け
る
〝

雄ゆ
う

壮そ
う

〟
な
軍ぐ

ん

事じ

パ
レ
ー
ド
？

　

そ
し
て
１
０
日か

の
軍ぐ

ん

事じ

パ

レ
ー
ド
で
分わ

か
っ
た
こ
と
も

重じ
ゅ
う

要よ
う

だ
。
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
氏し

が

こ
だ
わ
っ
て
い
る
「
印い

ん

刷さ
つ

付つ

き
電で

ん

子し

投と
う

票ひ
ょ
うへ

の
変へ

ん

更こ
う

」
に

関か
ん

す
る
下か

院い
ん

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

で
の
投と

う

票ひ
ょ
う

日び

の
朝あ

さ

、
海か

い

軍ぐ
ん

は
議ぎ

会か
い

を

脅お
ど

す
よ
う
に
、
１
４
台だ

い

の
軍ぐ

ん

事じ

車し
ゃ

両り
ょ
うを

官か
ん

庁ち
ょ
う

街が
い

の
ど
真ま

ん

中な
か

に
あ
る
三さ

ん

権け
ん

広ひ
ろ

場ば

に
送お

く

り

込こ

む
と
い
う
ミ
ニ
軍ぐ

ん

事じ

パ
レ

ー
ド
を
し
た
。
軍ぐ

ん

事じ

演え
ん

習し
ゅ
うへ

の
招

し
ょ
う

待た
い

状じ
ょ
うを

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに

手て

渡わ
た

を
態た

い

度ど

で
示し

め

し
た
。

出し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
加く

わ

え
、
改あ

ら
た
め
て

出で

て
き
た
罷ひ

免め
ん

の
可か

能の
う

性せ
い

　

い
ま
Ｔ
Ｓ
Ｅ
が
代だ

い

表ひ
ょ
うす

る

司し

法ほ
う

界か
い

が
や
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
を
出

し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
す
る
理り

由ゆ
う

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
挙あ

げ
る
と
い
う
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うへ

の
脅お

ど

し
を
強つ

よ

め
る
と
い
う
段だ

ん

階か
い

だ
。

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
が
そ
れ
で
折お

れ

な
け
れ
ば
、
本ほ

ん

当と
う

に
出

し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
す
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
１
４
日か

、

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うは

自じ

分ぶ
ん

を
捜そ

う

査さ

対た
い

象し
ょ
う

に
し
た
モ
ラ
エ
ス
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

事じ

や
Ｔ
Ｓ
Ｅ
の
ル
イ
ス
・
ロ

ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
長

ち
ょ
う

官か
ん

へ

の
罷ひ

免め
ん

申し
ん

請せ
い

を
上

じ
ょ
う

院い
ん

に
行お

こ
な

う

と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
１
３
日に

ち

に
盟め

い

友ゆ
う

ロ
ベ
ル
ト
・
ジ
ェ
フ
ェ
ル
ソ

ン
Ｐ
Ｔ
Ｂ
党と

う
 
し
ゅ首

が
逮た

い

捕ほ

さ
れ

２
９
日に

ち

付づ
け

《
反は

ん

ボ
ル
ソ
ナ

ロ
・
ル
ー
ラ
の
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

を
リ
ー
ド
す
る
シ
ロ・
ゴ
メ
ス
》

（h
ttp

s://veja.ab
ril.

com
.br/blog/radar/

ciro
-g

o
m

es-lid
era-

terceira-via-con
tra-

lu
la

-e-b
o

lso
n

a
ro

-
m

ostra-pesquisa/

）と

い
う
記き

事じ

も
出だ

さ
れ
て
い
る
。

　

同ど
う

記き

事じ

に
よ
れ
ば
ル
ー
ラ

の
支し

持じ

率り
つ

４
０
・
９
％
、
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
２
８
・
７
％
に
対た

い

し

て
、
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
は
す
で
に

１
３
・
５
％
も
持も

っ
て
い
る
。

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
に
何な

に

か
あ
れ
ば
、

一い
っ

気き

に
急

き
ゅ
う

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うす

る
素そ

地じ

は

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

だ
。

　

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが

逆ぎ
ゃ
く

ギ
レ
し
て
司し

法ほ
う

へ
の
反は

ん

発ぱ
つ

を
強つ

よ

め
る
ほ
ど
、

出し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
さ
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

が
高た

か

ま
る
構こ

う

図ず

だ
。
こ
の
ま

ま
司し

法ほ
う

へ
の
反は

ん

発ぱ
つ

を
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
て
出

し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

に
さ
れ

る
か
、
そ
れ
と
も
セ
ン
ト
ロ

ン
の
言い

う
こ
と
を
き
い
て
反は

ん

発ぱ
つ

を
弱よ

わ

め
、
来ら

い

年ね
ん

ま
で
任に

ん

期き

を
全ま

っ
と

う
し
て
ル
ー
ラ
と
戦た

た
か

う

か
。

　

全す
べ

て
は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

本ほ
ん

人に
ん

や
司し

法ほ
う

や
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
動う

ご

き
次し

第だ
い

で

あ
り
、
セ
ン
ト
ロ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
を
官か

ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

に
つ
け
た

と
は
言い

え
、
今い

ま

も
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに

と
っ
て
予よ

断だ
ん

を
許ゆ

る

さ
な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに

あ
る
こ
と
は
確た

し

か
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深ふ

か

）

て
い
る
。
ル
ー
ラ
単た

ん

体た
い

で
の

支し

持じ

率り
つ

は
お
そ
ら
く
２
０
％

程て
い

度ど

で
は
な
い
か
。「
反は

ん

ボ
ル

ソ
ナ
ロ
票ひ

ょ
う

」
が
加く

わ

わ
っ
て
い
る

か
ら
、
世よ

論ろ
ん

調ち
ょ
う

査さ

で
４
０
％
、

５
０
％
と
い
う
支し

持じ

率り
つ

に
な

る
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
が
出

し
ゅ
つ

馬ば

禁き
ん

止し

と
な
れ
ば
、
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うは

ガ
ラ
ッ

と
変か

わ
る
。
前ぜ

ん

回か
い

は
「
反は

ん

ル

ー
ラ
」
で
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
に
投と

う

票ひ
ょ
うし

た
人ひ

と

で
、
現げ

ん

在ざ
い

は
考か

ん
が

え

を
変か

え
て
「
反は

ん

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
」

に
な
っ
た
票ひ

ょ
う

の
大た

い

半は
ん

は
ル
ー

ラ
に
は
入い

れ
な
い
。

　

事じ

実じ
つ

、
ガ
ゼ
ッ
タ
・
ド
・

ポ
ー
ボ
紙し

７
月が

つ

２
３
日に

ち

付づ
け

（h
ttp

s://w
w

w
.

gazetadop
ovo.com

.
b

r/re
p

u
b

lica
/te

r 
ceira

-via
-d

iscu
te-

im
p

ea
ch

m
en

t-d
e-

b
o

lso
n

a
ro

-co
m

o
-

大
だい

統
とう

領
りょう

府
ふ

の前
まえ

で軍
ぐん

事
じ

パレードの到
とう

着
ちゃく

を待
ま

つ大
だい

統
とう

領
りょう

ら（Foto: Marcos Corrêa/PR）

１０日
か

朝
あさ

の軍
ぐん

事
じ

パレードの様
よう

子
す

ボルソナロ大
だい

統
とう

領
りょう

をどんどん窮
きゅう

地
ち

に追
お

い詰
つ

める最
さい

高
こう

裁
さい

のアレシャンドレ・デ・モラエス判
はん

事
じ

（Fabio Rodrigues 
Pozzebom/Ag Brasil）

ＢＢＣブラジルニュース８月
がつ

１０日
か

付
づけ

ベ
ー
シ
ャ
誌し

サ
イ
ト
７
月が

つ

２
９
日に

ち

付づ
け

《
反は

ん

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
・
ル
ー
ラ
の
第だ

い

３
の
候こ

う

補ほ

を
リ
ー
ド
す
る
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
》

m
o

s
tra

-
terceira

-
via-d

eso
r 

gan
izada-

e
-c

o
m

-
t

e
n

d
e

n 
cia-b

o
lso 

n
a

ris
ta

.
shtm

l

）。

　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ブ

ラ
ジ
ル
ニ
ュ

ー
ス
１
２
日に

ち

付づ
け

《
エ
リ
ー

ト
層そ

う

の
一い

ち

部ぶ

は
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
か
ら
一い

っ

線せ
ん

を
引ひ

き
始は

じ

め

パ
レ
ー
ド
で

ヒ
ビ
が
入は

い

っ

た
軍ぐ

ん

や
議ぎ

会か
い

の
支し

持じ

基き

盤ば
ん

　

軍ぐ
ん

事じ

パ
レ

ー
ド
に
対た

い

す

る
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

の
反は

ん

発ぱ
つ

は
強つ

よ

か
っ
た
。
本ほ

ん

紙し

１
２
日に

ち

付づ
け

《
ブ
ラ
ジ

ル
》
戦せ

ん

車し
ゃ

ま
で
出だ

し
て

あ
え
な
く
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全国戦没者追悼式で黙とうされる天皇、皇后両陛下＝ 15日正
午、東京・日本武道館（代表撮影・共同） 

　
【
共
同
】
終
戦
か
ら
７
６
年
を
迎
え
た
１
５
日
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
た
。
総
人
口
の
８
割
超
が
戦
後
生
ま
れ
と
な

る
中
、
遺
族
ら
参
列
者
は
亡
き
人
を
悼
み
、
遠
の
く
惨
禍
の
記
憶
の
継
承
を
誓
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
た
め
２
年
連
続
で
規
模
を
縮
小
し
、
今
年
は
緊
急
事
態
宣
言
下

と
な
り
２
２
府
県
の
遺
族
が
欠
席
。
参
列
者
総
数
は
過
去
最
少
の
１
８
５
人
だ
っ
た
。

遠のく惨禍、継承誓う

う
取
り
組
む
と
表
明
し
た
。
タ

リ
バ
ン
の
報
道
担
当
者
は
「
ア

フ
ガ
ン
戦
争
は
終
結
し
た
」
と

語
り
、
孤
立
を
望
ま
ず
国
際
社

会
と
の
関
係
を
構
築
し
た
い
と

述
べ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
在
留
米
国

人
の
安
全
確
保
の
た
め
１
２
日

か
ら
ほ
ぼ
連
日
、
米
軍
増
派
を

決
定
。
駐
留
規

模
は
一
時
的
に

６
千
人
と
な
る

計
画
で
、
撤
退

開
始
時
の
約
２

５
０
０
人
か
ら

倍
以
上
に
膨
れ

あ
が
る
皮
肉
な

結
果
と
な
っ
た
。

カ
ブ
ー
ル
の
米

大
使
館
員
ら
は

１
５
日
に
退
避

を
完
了
。
日
本

政
府
も
大
使
館

全
国
戦
没
者
追
悼
式

コ
ロ
ナ
緊
急
事
態

22
府
県
欠
席

く
今
日
も
な
お
、私
た
ち
は
失
っ

た
家
族
の
面
影
を
求
め
る
。
次

世
代
へ
思
い
を
つ
な
げ
、
平
和
の

大
切
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
追

悼
の
対
象
は
戦
死
し
た
軍
人
・

軍
属
約
２
３
０
万
人
と
空
襲

や
広
島
、
長
崎
の
原
爆
投
下
な

ど
で
亡
く
な
っ
た
民
間
人
約
８

０
万
人
。
参
列
者
の
中
で
最
高

　
【
共
同
】
内
閣
府
が
１
６
日

発
表
し
た
２
０
２
１
年
４
〜
６

月
期
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、

季
節
調
整
値
）
速
報
値
は
、
物

価
変
動
を
除
く
実
質
で
前
期
比

０・３
％
増
、
こ
の
ペ
ー
ス
が
１

年
間
続
く
と
仮
定
し
た
年
率
換

算
は
１・３
％
増
だ
っ
た
。
プ
ラ

ス
成
長
は
昨
年
１
０
〜
１
２
月

期
以
来
、
２
四
半
期
ぶ
り
。
海

外
経
済
の
拡
大
を
背
景
に
輸
出

が
好
調
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
に
伴
う
外
出
自
粛

な
ど
の
影
響
で
個
人
消
費
は
伸

び
悩
ん
だ
。
景
気
の
本
格
回
復

に
は
程
遠
い
。

　

景
気
実
感
に
近
い
と
さ
れ

る
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
期
比
０
・

１
％
増
、
年
率
換
算
で
は
０
・

２
％
増
だ
っ
た
。

　

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
項
目
別
に
見

る
と
、
個
人
消
費
は
前
期
比
０・

８
％
増
と
２
四
半
期
ぶ
り
に
増

え
た
。「
巣
ご
も
り
需
要
」
で
家

庭
用
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
売
れ
た

ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
買
い

替
え
需
要
も
貢
献
し
た
。
一
方
、

緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
で
飲
食

員
を
退
避
さ
せ
る
。

　

タ
リ
バ
ン
は
６
日
か
ら
州
都

を
次
々
攻
略
。
１
９
年
に
福

岡
市
の
非
政
府
組
織（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」
現
地
代

表
、
医
師
中
村
哲
さ
ん
＝
当

時
（
７
３
）
＝
が
殺
害
さ
れ
た

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
も
陥
落
し
た
。

　

日
本
は
０
２
年
と
１
２
年
に

ガ
ニ
大
統
領
、国
外
脱
出

し
た
。
国
連
安
全
保
障
理
事

会
は
１
６
日
、
ア
フ
ガ
ン
情
勢

に
関
す
る
緊
急
会
合
を
開
き
、

対
応
を
協
議
。
菅
義
偉
首
相
は

１
６
日
、
米
国
な
ど
と
連
携
し

対
応
し
て
い
る
と
表
明
し
た
。

　

タ
リ
バ
ン
は
米
軍
撤
退
完
了

を
前
に
全
土
で
猛
攻
を
続
け
、

１
５
日
に
カ
ブ
ー
ル
に
進
攻
、

大
統
領
府
を
占
拠
し
た
。
中
東

の
衛
星
テ
レ
ビ
、ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー

ラ
に
よ
る
と
、
タ
リ
バ
ン
幹
部

バ
ラ
ダ
ル
師
は
「
比
類
な
き
偉

業
」
を
達
成
し
た
と
勝
利
宣
言

し
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
よ

ど
ま
る
こ
と
は
「
国
益
に
合
わ

な
い
」
と
強
調
。
４
月
下
旬
に

開
始
し
た
駐
留
米
軍
撤
退
は

予
定
通
り
８
月
末
ま
で
に
完
了

さ
せ
る
方
針
を
示
し
た
。
米
メ

デ
ィ
ア
や
議
員
か
ら
拙
速
な
撤

退
が
ア
フ
ガ
ン
政
府
崩
壊
を
招

い
た
と
バ
イ
デ
ン
大
統
領
へ
の

批
判
が
噴
出
。
テ
ロ
組
織
が
再

び
台
頭
す
る
恐
れ
も
強
ま
る
。

　

米
国
務
省
は
１
５
日
、
ア
フ

ガ
ン
で
の
市
民
の
保
護
や
外
国

人
の
安
全
な
退
避
を
求
め
る
日

本
や
欧
米
各
国
な
ど
約
７
０

カ
国
に
よ
る
共
同
声
明
を
発
表

全
体
の
前
期
比
の
成
長
率
０
・

３
％
に
、
ど
の
く
ら
い
貢
献
し

た
か
を
示
す
寄
与
度
は
プ
ラ
ス

０・６
ポ
イ
ン
ト
。
輸
出
か
ら
輸

入
を
差
し
引
い
た
外
需
の
寄
与

度
は
マ
イ
ナ
ス
０・３
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
。

　

４
〜
６
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
年
率
換
算
で
５
３
８
兆
円

で
、
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
１
９
年

１
０
〜
１
２
月
期
の
５
４
６
兆

円
に
は
届
い
て
い
な
い
。

　
西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
相

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
発
表
を
受
け
た
記
者

会
見
で
「（
コ
ロ
ナ
の
）
感
染
拡

大
抑
制
に
最
優
先
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
事
業
や
雇
用
を
支
え

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
述
べ
た
。

復
権
し
た
。
タ
リ
バ
ン
側
は
１

６
日
、政
権
を
整
え
る
前
に「
全

て
の
駐
留
外
国
軍
の
撤
退
を
望

む
」
と
主
張
し
た
。

　

旧
政
権
時
代
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
厳
格
な
適
用
を
主
張
し
て
女

性
の
権
利
を
抑
圧
す
る
な
ど
恐

怖
政
治
を
敷
い
た
だ
け
に
、人
権

侵
害
への
懸
念
が
広
が
って
い
る
。

　

ブ
リ
ン
ケ
ン
米
国
務
長
官
は

１
５
日
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
の
番

組
で
、
米
軍
が
ア
フ
ガ
ン
に
と

　
【
カ
ブ
ー
ル
共

同
】
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
反
政
府
武

装
勢
力
タ
リ
バ
ン
は
１
５
日
、

首
都
カ
ブ
ー
ル
を
制
圧
し
て
勝

利
宣
言
し
た
。
ガ
ニ
大
統
領
は

国
外
に
脱
出
し
、
民
主
政
権
は

瓦
解
。
タ
リ
バ
ン
が
政
権
を
掌

握
し
、
２
０
０
１
年
の
米
中
枢

同
時
テ
ロ
後
の
米
英
軍
に
よ
る

攻
撃
で
旧
タ
リ
バ
ン
政
権
が
崩

壊
し
て
以
来
約
２
０
年
ぶ
り
に

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
＝
大
倉

喬
之
】
米
地
質
調
査
所
（
Ｕ
Ｓ

Ｇ
Ｓ
）
に
よ
る
と
、
カ
リ
ブ
海

の
ハ
イ
チ
南
西
部
で
１
４
日
午

前
８
時
２
９
分
（
日
本
時
間
午

後
９
時
２
９
分
）
ご
ろ
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
７
・
２
の

地
震
が
あ
っ
た
。
広
範
囲
で
建

物
の
倒
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
が

あ
り
、
地
元
当
局
に
よ
る
と
、

少
な
く
と
も
１
２
９
７
人
が
死

亡
し
た
。
負
傷
者
は
約
５
７
０

０
人
。
多
数
の
住
民
が
が
れ
き

の
下
敷
き
に
な
っ
て
お
り
、
死

傷
者
数
は
さ
ら
に
増
え
る
恐
れ

が
あ
る
。

　

ア
ン
リ
首
相
は
全
土
に
１
カ

月
間
の
非
常
事
態
を
宣
言
し
、

被
災
者
の
救
助
や
被
害
状
況
の

全
容
把
握
を
急
い
で
い
る
。
在

ハ
イ
チ
日
本
大
使
館
に
よ
る
と
、

現
地
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
人

１
９
人
は
全
員
無
事
が
確
認
さ

れ
た
。

　

震
源
地
は
南
西
部
レ
カ
イ
の

北
東
約
３
７
キ
ロ
で
、
震
源
の

ハ
イ
チ
地
震
1297
人
死
亡

全
土
１
カ
月
間
　
非
常
事
態
宣
言

Ｍ7・2

深
さ
は
１
０
キ
ロ
。
地
震
に
よ

る
地
滑
り
で
幹
線
道
路
が
通
行

で
き
な
く
な
り
救
助
活
動
は
難

航
。
余
震
と
み
ら
れ
る
Ｍ
５
級

の
地
震
も
頻
発
し
た
。
１
６
日

夜
か
ら
１
７
日
朝
に
か
け
て
は

熱
帯
低
気
圧
の
接
近
が
予
想
さ

れ
、被
害
拡
大
の
懸
念
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

地
元
当
局
に
よ
る
と
、
倒
壊

し
た
り
損
傷
し
た
り
し
た
建
物

は
約
１
万
２
千
軒
。
レ
カ
イ
や

南
西
部
ジェレ
ミ
ー
な
ど
で
被
害

　
【
共
同
】
停
滞
前
線
の
影
響

で
１
６
日
ま
で
に
全
国
各
地
で

激
し
い
雨
が
降
り
、
少
な
く
と

も
４
人
が
死
亡
、
５
人
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
。
総
務
省
消
防

庁
に
よ
る
と
、
浸
水
な
ど
に
よ

る
住
宅
被
害
は
福
岡
県
を
中

心
に
計
約
４
１
０
０
棟
を
超
え

た
。
国
土
交
通
省
は
１
８
都
府

県
で
計
６
７
件
の
土
砂
災
害
を

確
認
。
地
盤
が
緩
ん
だ
場
所
で

は
少
し
の
雨
や
小
さ
な
地
震
で

危
険
度
が
高
ま
る
た
め
、
気
象

庁
は
引
き
続
き
厳
重
な
警
戒
を

総
務
省
消
防
庁
　
住
宅
被
害
４
千
棟
超

大
雨
、４
人
死
亡
５
人
不
明

状
況
を
挙
げ
、
国
民
が
力
を

合
わ
せ
て
困
難
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
よ
う
願
っ
た
。

　

正
午
の
時
報
に
合
わ
せ
参
列

者
が
黙
と
う
。
父
親
が
中
国
で

戦
病
死
し
た
兵
庫
県
の
柿
原
啓

志
さ
ん
（
８
５
）
が
遺
族
を
代

表
し
「
戦
争
の
意
識
が
薄
れ
ゆ

０
１
２
年
１
２
月
の
第
２
次
政

権
発
足
後
、
そ
れ
ま
で
の
式
辞

内
容
を
変
え
加
害
と
反
省
に
言

及
せ
ず
反
発
を
招
い
て
き
た
。

　

天
皇
と
し
て
３
度
目
の
参
列

と
な
っ
た
陛
下
は
今
年
も
お
言

葉
で
「
深
い
反
省
」
に
触
れ
ら

れ
た
。
昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
の

　

菅
義
偉
首
相
は
就
任
後
初
め

て
の
式
辞
で
「
積
極
的
平
和
主

義
の
旗
の
下
、
世
界
の
課
題
解

決
に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
述

べ
た
。
昨
年
の
安
倍
晋
三
前
首

相
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
、
ア

ジ
ア
諸
国
へ
の
加
害
責
任
に
は

触
れ
な
か
っ
た
。
安
倍
氏
は
２

終戦76年

が
大
き
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建

物
が
つ
ぶ
れ
、
崩
落
し
た
壁
の
が

れ
き
が
山
積
し
た
。
首
都
ポ
ル

ト
ー
プ
ラ
ン
ス
で
も
多
く
の
住

民
が
屋
外
に
避
難
し
た
。

　
ハ
イ
チ
で
は
２
０
１
０
年
に

Ｍ
７
・
０
の
地
震
が
起
き
、
政

府
に
よ
る
と
３
１
万
人
以
上
が

死
亡
し
た
。
今
年
７
月
に
は
モ

イ
ー
ズ
大
統
領
が
私
邸
に
押
し

入
っ
た
武
装
集
団
に
殺
害
さ
れ

る
事
件
が
あ
り
政
情
不
安
も
続

い
て
い
る
。

　

米
国
際
開
発
局
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
）
は
災
害
支
援
チ
ー
ム
の
派

遣
を
決
め
、
パ
ワ
ー
長
官
は
１

５
日
、
ハ
イ
チ
政
府
の
要
請
に

応
じ
捜
索
救
助
隊
も
合
流
さ
せ

る
と
表
明
し
た
。

　

地
震
の
揺
れ
は
周
辺
の
ジ
ャ

マ
イ
カ
や
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、

キ
ュ
ー
バ
に
も
及
ん
だ
。
米
ハ

ワ
イ
の
太
平
洋
津
波
警
報
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、
津
波
の
恐
れ

は
な
い
。

　
【
共
同
】
共
同
通
信
社
の
全

国
電
話
世
論
調
査
で
、
東
京
五

輪
が
開
催
さ
れ
て
「
よ
か
っ
た
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
６

２・９
％
に
上
り
、「
よ
く
な
か
っ

た
」
と
答
え
た
３
０
・
８
％
の

倍
以
上
と
な
っ
た
。
中
止
論
が

渦
巻
い
た
中
、
大
半
の
会
場
で

異
例
の
無
観
客
開
催
と
な
っ
た

が
、
国
内
外
の
選
手
が
大
会
を

盛
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

厳
し
い
見
方
が
和
ら
い
だ
形
だ
。

　

日
本
勢
は
史
上
最
多
の
金

メ
ダ
ル
２
７
個
を
獲
得
。
１
０

代
を
含
め
た
若
手
の
活
躍
も
目

立
っ
た
。
年
代
別
で
は
特
に
若

年
層
（
３
０
代
以
下
）
で
７
０・

７
％
が
大
会
開
催
を
「
よ
か
っ

た
」
と
し
た
。
中
年
層
（
４
０

〜
５
０
代
）
で
は
６
１
・
８
％
、

高
年
層
（
６
０
代
以
上
）
で
は

５
８
・
４
％
だ
っ
た
。

　

開
催
を
評
価
す
る
一
方
、
五

輪
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
「
一
因
に
な
っ
た
と

思
う
」
は
５
９
・
８
％
に
達
し

報
「
緊
急
安
全
確
保
」
の
対
象

は
１
５
日
に
一
時
、
千
葉
、
長

野
、島
根
、広
島
、福
岡
、佐
賀
、

長
崎
各
県
の
計
約
８
３
万
世
帯

約
１
８
３
万
人
に
達
し
た
。

　

長
野
県
岡
谷
市
で
は
１
５

日
、
住
宅
が
土
石
流
に
巻
き
込

ま
れ
、
女
性
（
４
１
）
と
中
学

１
年
の
次
男
（
１
２
）、
小
学

２
年
の
三
男
（
７
）
が
死
亡
、

２
人
が
軽
傷
を
負
っ
た
。
女
性

は
引
き
続
き
低
迷
し
た
。

　

企
業
の
設
備
投
資
は
１
・

７
％
増
だ
っ
た
。
世
界
的
な
デ

ジ
タ
ル
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
ま

い
と
、
各
社
が
新
分
野
に
積
極

的
に
お
金
を
使
っ
た
こ
と
が
寄

与
し
た
。
住
宅
投
資
は
２・１
％

増
、
公
共
投
資
は
１・５
％
減
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
人
件
費

な
ど
が
計
上
さ
れ
た
政
府
支
出

は
０・５
％
増
だ
っ
た
。

　

輸
出
は
米
国
や
中
国
な
ど
の

景
気
回
復
を
受
け
て
２・
９
％

増
加
し
た
。
輸
入
も
海
外
か
ら

の
ワ
ク
チ
ン
購
入
が
押
し
上
げ

る
形
で
５・１
％
増
え
た
。

　

個
人
消
費
や
設
備
投
資
な
ど

の
国
内
需
要
が
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

大雨の影響で一面が水に漬かった佐賀県武雄市
＝ 14日午後５時 24分  （共同） 

今
年
も
縮
小

五
山
送
り
火

コ
ロ
ナ
対
策
で
点
火
箇
所
削
減

　
【
共
同
】
お
盆
に
迎
え
た
先
祖

の
霊
を
送
り
出
す
京
都
の
伝
統

行
事「
五
山
送
り
火
」が
１
６
日
、

京
都
市
街
を
囲
む
山
々
で
行
わ

れ
た
。
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
見
物
客
の

齢
は
北
海
道
の
長
屋
昭
次
さ
ん

（
９
４
）
で
、
兄
が
中
国
で
戦

病
死
し
た
。
最
年
少
は
東
京

都
の
宇
田
川
英
吾
さ
ん（
１
６
）

で
、
曽
祖
父
が
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
戦
死
し
た
。
式
は
昨
年

同
様
、
マ
ス
ク
着
用
や
消
毒
の

徹
底
で
感
染
防
止
を
図
っ
た
。

　

式
典
は
例
年
６
千
人
規
模

で
、
う
ち
遺
族
は
５
千
人
前
後

が
参
列
し
て
い
る
。
今
年
の
遺

族
参
列
は
５
３
人
で
、
高
齢
化

や
式
の
規
模
縮
小
に
伴
い
、
戦

没
者
の
妻
の
参
列
が
初
め
て
０

人
と
な
っ
た
。
父
母
の
参
列
は

１
１
年
か
ら
途
絶
え
て
い
る
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
上
皇
ご

夫
妻
は
追
悼
式
に
合
わ
せ
て
仙

洞
仮
御
所
で
、
両
陛
下
の
長

女
愛
子
さ
ま
は
赤
坂
御
所
で
、

そ
れ
ぞ
れ
黙
と
う
し
た
。

４
〜
６
月
、２
期
ぶ
り
プ
ラ
ス

Ｇ
Ｄ
Ｐ
年
率
換
算
1.3
％
増

１
人
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
長

崎
県
雲
仙
市
の
土
砂
崩
れ
現

場
で
は
安
否
不
明
の
夫
と
娘
の

捜
索
が
続
い
た
。
熊
本
、
広
島

両
県
で
も
３
人
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
。

　

１
４
日
に
は
長
崎
県
西
海
市

で
用
水
路
に
倒
れ
て
い
た
７
０

代
の
女
性
２
人
が
死
亡
し
、
県

警
が
雨
と
の
関
連
を
調
べ
て
い

る
。
岐
阜
県
下
呂
市
で
は
国
道

タ
リ
バ
ン
が
政
権
掌
握

首
都
陥
落
　
勝
利
宣
言
、20
年
ぶ
り
復
権

ア
フ
ガ
ン
支
援
国
会
合
を
開
催

す
る
な
ど
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
積

極
的
に
関
与
し
て
き
た
。
０
１

年
以
降
の
支
援
実
績
は
２
０
年

１
１
月
現
在
で
約
６
８
億
ド
ル

（
約
７
４
０
０
億
円
）。
２
１

〜
２
４
年
分
と
し
て
、
さ
ら
に

７
億
２
千
万
ド
ル
規
模
の
支
援

を
表
明
し
て
い
た
。

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
１
７
日

は
西
日
本
か
ら
東
日
本
、
東
北

に
か
け
て
再
び
大
雨
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
。
前
線
は
２
０
日
ご
ろ

ま
で
日
本
付
近
に
停
滞
す
る
見

込
み
で
、
雨
の
降
り
方
次
第
で
は

場
所
に
よ
って
、
特
別
警
報
級
の

大
雨
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

消
防
庁
に
よ
る
と
、
市
町
村

が
出
す
最
高
レ
ベ
ル
の
避
難
情

た
。
年
代
別
で
は
、
こ
れ
も
若

年
層
の
６
３
・
２
％
が
最
も
高

か
っ
た
。
専
門
家
は
、
選
手
ら

か
ら
の
直
接
的
な
感
染
拡
大
に

は
否
定
的
だ
が
、
お
祭
り
ム
ー

ド
で
危
機
感
が
広
が
ら
な
か
っ

た
点
を
指
摘
す
る
声
は
根
強
い
。

　
「
一
因
に
な
っ
た
と
思
わ
な
い
」

は
３
６
・
４
％
。
開
催
を
「
よ

か
っ
た
」
と
し
た
人
の
中
で
も
、

４
４
・
２
％
は
五
輪
が
感
染
拡

大
の
一
因
と
受
け
止
め
た
。

　

２
４
日
に
開
幕
す
る
東
京
パ

ラ
に
つ
い
て
、「
無
観
客
で
開
催

す
る
べ
き
だ
」
が
６
４
・
７
％

を
占
め
、「
観
客
数
を
制
限
し

て
開
催
」
は
１
４
・
７
％
。「
中

止
す
る
べ
き
だ
」
は
１
９
・０
％

に
と
ど
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の

五
輪
会
場
を
無
観
客
と
し
た
決

定
に
つ
い
て
の
受
け
止
め
を
質

問
し
た
７
月
の
調
査
で
は
「
中

止
」
は
３
１
・
２
％
だ
っ
た
。

密
集
を
避
け
る
た
め
と
し

て
、
六
つ
あ
る
文
字
や
形

の
一つ
当
た
り
の
点
火
箇

所
を
大
幅
に
削
減
し
た
。

市
内
を
流
れ
る
鴨
川
の
橋

の
上
や
河
原
で
は
、
マ
ス

ク
姿
の
人
々
が
静
か
に
様

子
を
見
守
っ
た
。

　

午
後
８
時
、「
大
」
の

字
の
中
心
と
端
の
計
６

点
だ
け
に
灯
が
と
も
っ

た
。
本
来
は
７
５
カ
所

に
点
火
し
て
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
伝
統
の
「
大

文
字
」。
点
火
箇
所
を
減
ら
し

て
形
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い

よ
う
に
し
た
。
見
た
目
の
荘
厳

さ
を
抑
え
る
こ
と
で
、
見
物
客

を
減
ら
す
の
が
狙
い
だ
と
い
い
、

山
に
入
る
関
係
者
の
人
数
も
制

限
し
た
。

　

送
り
火
は
、
願
い
事
を
書
い

た
護
摩
木
や
松
を
燃
や
し
「
大

文
字
」「
妙
法
」「
船
形
」「
左

大
文
字
」「
鳥
居
形
」
の
文
字

長崎県雲仙市小浜町の土砂崩れに
巻き込まれた民家で行われる救助
活動＝13日午前（長崎県央消防
本部提供・共同）

大雨の影響で増水した広島市安佐北区の鈴張
川。後方は崩落した道路＝ 13日午後０時 45
分 （共同） 

15日、タリバンがカブールに入ってきたとの報を
受け、帰宅を急ぐ人らで大渋滞したカブール中心
部の幹線道路（共同）

や
形
を
闇
夜
に
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
伝
統
行
事
。
今
年
は
点
火

す
る
「
火
床
」
の
数
を
そ
れ
ぞ

れ
１
〜
６
カ
所
に
絞
っ
た
。

　

鴨
川
に
か
か
る
橋
の
上
で
眺

め
て
い
た
京
都
市
左
京
区
の
大

学
職
員
の
女
性（
５
７
）は「
先

祖
が
仲
良
く
帰
っ
て
行
っ
た
気

が
し
ま
す
。
こ
ん
な
形
で
も
行
っ

て
も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
」
と

満
足
そ
う
だ
っ
た
。

４
１
号
の
一
部
が
崩
落
。
飛
騨

川
が
増
水
し
、
道
を
削
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

　

１
１
日
か
ら
の
総
雨
量
は
１

６
日
午
後
８
時
現
在
、
佐
賀
県

嬉
野
市
１
０
７
５
・
０
ミ
リ
、

長
崎
県
雲
仙
市
（
雲
仙
岳
）
１

０
２
３・５
ミ
リ
、
長
崎
市
（
長

浦
岳
）
９
８
１
・
０
ミ
リ
、
熊

本
県
山
鹿
市
９
０
６
・
５
ミ
リ
、

福
岡
県
大
牟
田
市
９
０
１
・
０

ミ
リ
、
宮
崎
県
え
び
の
市
８
７

１
・０
ミ
リ
な
ど
と
な
って
い
る
。

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
静
岡

県
も
政
府
に
宣
言
発
令
を
要
請

し
た
こ
と
を
考
慮
し
て一般
観
客

の
受
け
入
れ
見
送
り
を
決
め
た
。

一
方
、
学
校
連
携
観
戦
に
つ
い
て

は
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
的
意

義
が
大
き
い
と
判
断
し
た
。
車

い
す
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
路
上
で
行
わ

れ
る
競
技
は
沿
道
で
の
観
戦
自

粛
を
求
め
る
。
販
売
済
み
の
チ

ケ
ッ
ト
は
払
い
戻
し
に
応
じ
る
。

　

組
織
委
の
橋
本
聖
子
会
長

は
記
者
会
見
で
、
パ
ラ
の
学
校

連
携
観
戦
に
つ
い
て
「
障
害
を

乗
り
越
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

き
た
背
景
が
あ
る
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
の
競
技
し
て
い
る
姿
は

　
【
共
同
】
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
は
１
６

日
、
パ
ラ
の
観
客
を
巡
る
政
府
、

東
京
都
、
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
の
各
代

表
と
の
４
者
協
議
を
開
き
、
東

京
、
埼
玉
、
千
葉
、
静
岡
の
１

都
３
県
の
全
会
場
を
原
則
無
観

客
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

自
治
体
や
学
校
単
位
で
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
、
児
童
や
生
徒
に

観
戦
機
会
を
提
供
す
る
「
学

校
連
携
観
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は

自
治
体
や
学
校
が
希
望
す
る
場

合
に
実
施
す
る
と
確
認
し
た
。

　

東
京
、
埼
玉
、
千
葉
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
緊
急

８
日
の
五
輪
閉
幕
後
に
先
送

り
し
て
い
た
。
東
京
パ
ラ
日
本

選
手
団
の
河
合
純
一
団
長
は
５

日
、
千
葉
県
の
熊
谷
俊
人
知
事

に
「
学
校
連
携
」
に
よ
る
観
戦

機
会
確
保
を
求
め
て
い
た
。

　

パ
ラ
は
１
７
日
で
開
幕
ま
で

１
週
間
。
２
４
日
に
開
会
式
を

行
い
、９
月
５
日
に
閉
幕
す
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
の
パ
ー
ソ
ン
ズ
会
長
は

１
６
日
に
来
日
し
、
大
会
終
了

ま
で
滞
在
す
る
予
定
。

学
校
連
携
観
戦
は
実
施

全
会
場
で
原
則
無
観
客
教
育
に
値
し
、
ぜ
ひ
子
ど
も
た

ち
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
県
を
ま
た
ぐ
移
動
は
取

り
や
め
る
意
向
を
示
し
た
。
２

０
２
０
年
３
月
段
階
で
約
６

８
万
枚
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
が

「
相
当
減
る
」
と
の
見
通
し
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

武
藤
敏
郎
事
務
総
長
は
「
最

終
的
に
（
希
望
す
る
か
ど
う
か

を
）
判
断
す
る
の
は
学
校
設
置

者
や
自
治
体
だ
」
と
の
認
識
を

強
調
し
た
。
東
京
都
の
小
池
百

合
子
知
事
は
４
者
協
議
で
「
何

よ
り
優
先
さ
れ
る
の
は
安
全
、

安
心
の
確
保
だ
。
安
全
な
環
境

で
大
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
」
と
語
っ
た
。

　

組
織
委
は
パ
ラ
の
観
客
受
け

入
れ
可
否
を
７
月
中
旬
に
判

断
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
今
月

五輪・パラ

アフガニスタン

五輪開催
「よかった」62％
選手活躍で見方好転か

全国電話世論調査

長崎県

広島県

佐賀県



And amo s n a n o v a 
Fiat Toro 1.3 turbo 
f l e x  c o m  185  c v 
de potência e novo 
sistema multimídia de 
10,1 polegadas.
Po r f o r a , a p i c ape 
mudou pouco sendo as 
principais alterações 
no novo logo Fiat e 
no Fiat Flag (bandeira 
Fiat), no novo capô, 
grade e rodas.
A  v e r s ã o  t e s t a d a 
V o l c a n o ,  p o s s u i 
d i v e r s o s  i t e n s 
cromados aumentando 
a  p e r c e p ç ã o  d e 
sofi sticação. Ao entrar 
no ve í cu l o , chama 
a  a t e n ç ã o o  n o v o 
sistema multimídia de 
10,1 polegadas que se 
parece com um tablet 
em pé, no centro do 
painel.
O  p a i n e l  d e 
instrumentos é digital 
colorido e confi gurável 
com diversos layouts 
a ser escolhido pelo 
m o t o r i s t a ,  a l é m 
das informações do 
computador de bordo, 
som e telefonia.
O n o v o mo t o r 1.3 
t u r b o  r e s o l v e u  o 
calcanhar de “Aquiles 
da Toro f l ex” , que 
era falta de potência e 
agilidade no trânsito. 
Agora, a picape está 
muito mais rápida. 
Ao entrar no veículo, 
c h am a  a  a t e n ç ã o 
o  n o v o  s i s t e m a 
mult imíd ia de 10,1 
p o l e g a d a s q u e s e 
parece a um tablet 
em pé no centro do 
painel . O painel de 
instrumentos é digital 
colorido e confi gurável 
com diversos layouts 
a ser escolhido pelo 
m o t o r i s t a ,  a l é m 
das informações do 
computador de bordo, 
som e telefonia. 
Interior:
Foi completamente 
renovado, com novo 
painel de instrumentos 
e console central. A 
central multimídia dá 
um show de tecnologia 

A Mo t o H o n d a d a 
Amazônia celebra os 
45 anos de produção 
da Honda CG, sucesso 
absoluto em vendas no 
país.
Presente no país como 
importadora desde 
1971, em cinco anos 
d e B r a s i l a Honda 
p e r c e b e u q u e e r a 
possível efetivar aqui 
uma fi losofi a enraizada 
n a empre s a d e sde 
sua fundação: pensar 
g l o b a lmen t e , a g i r 
localmente.
Tal iniciativa resultou 
n a  f a b r i c a ç ã o  d a 
H o n d a  C G  1 2 5 
p i o n e i r a  e  s u a s 
o i t o  g e r a ç õ e s 
subsequentes , que 
e n t r e  s i  t e m  u m 
invejável aspecto em 
comum: a CG sempre 
foi líder de mercado, 
a  p r e f e r i d a e n t r e 
todas as motocicletas 
vendidas no Brasil.
A princípio, muitos 
brasileiros aprenderam 
a  a n d a r  d e  m o t o 
c om a CG , mode l o 
que continua com o 
modelo de entrada 
Start à admirada Titan, 
passando pela prática 
Fan e pela profi ssional 

aty@globo.comAmauri Teruo Yamazaki ‒ São Paulo ‒ SP

AUTOS
Nova Fiat Toro 1.3 turbo 
fl ex excede expectativas

e conectividade, sendo 
muito superior a todos 
os seus concorrentes. 
O u suá r i o p a s s a a 
contar com serviços 
d e  m a n u t e n ç ã o , 
s e g u r a n ç a  e 
e m e r g ê n c i a , 
n a v e g a ç ã o , 
a ss i s tênc ia v i r tua l 
e  e n t r e t e n im e n t o 
no veículo com Wifi 
dedicado. Além disso, 
o pacote oferece WiFi 
a bordo com internet 
em parcer ia com a 
T IM ,  c om v a l o r e s 
que variam entre R$ 
30,00 e R$ 100,00. 
O  c a r r e g a d o r  d e 
smartphone é sem fi o e 
está bem localizado, e 
os novos porta-objetos 
tem capacidade para 
armazenar 26 litros.
Motor:
Novo moto r Turbo 
270 gera 185 cv de 
potênc ia máxima a 
5.750 rpm e torque 
máximo de 270 Nm a 
1.750 rpm abastecido 
com e tano l (Motor 
anterior v inha com 
139 cv de potência). 
A b a s t e c i d o  c o m 
gasolina a potência é 
de 180 cv no mesmo 
regime, assim como 
o t o r q u e . S i s t ema 
de injeção direta de 
combustível.
Durante o período de 
avaliação o consumo 
foi de 6,0 km/l com 
etanol na cidade de 

Cargo.
Ap e r f e i ç o a d a a n o 
a  a n o ,  c o l o c a r 
l a d o  a  l a d o  a 
primeiríssima CG com 
a atual impressiona: a 
evolução tecnológica 
fica evidente, mas na 
essência, a fórmula 
orig inal cont inua a 
mesma.
N e s s e  s e n t i d o ,  o 
suces so da CG fo i , 
e c on t i nu a s e ndo , 
a  c o n f i a b i l i d a d e , 
resistência, economia e 
uma imbatível relação 
custo-benefício, além 
d o  m e n o r  í n d i c e 
de deprec i a ção do 
mercado.
“A  H o n d a  o c u p a 
um l ug a r e sp e c i a l 
na v ida de mi lhões 
de motocicl istas no 
Brasi l . São c l ientes 
q u e  a p r e n d e r a m 
a  p i l o t a r  em um a 
Honda, que utilizam 
uma moto Honda em 
s eu d e s l o c amen t o 
d i á r i o  e  q u e 
também vivenciam a 
experiência prazerosa 
de l a z e r que só a s 
‘Asas da Liberdade’ 
proporc ionam. Há , 
a inda , quem tenha 
memória afetiva com 

São Paulo.
Segurança: 
S i s t ema Avançado 
d e A s s i s t ê n c i a a o 
Condutor (ADAS) com 
frenagem autônoma 
de emergência, aviso 
d e  m u d a n ç a  d e 
f a i xa e comutação 
a u t o m á t i c a  d o s 
faróis, equipamento 
d e  a u x í l i o  a o 
motorista que oferece 
m a i s  c o n f o r t o  n a 
condução e segurança 
p a r a  c o n d u t o r  e 
passageiros. Aviso de 
Saída de Faixa (Lane 
Departure Warning) 
- O s i s t ema u t i l i za 
a  c âm e r a  f r o n t a l 
p a r a  d e t e c t a r  a s 
demarcações da pista 
à frente do veículo e 
monitorar sua posição 
na faixa de rodagem 
‒ Quando a função 
detecta que o veículo 
está prestes a se mover 
invo lun tar i amente 
para fora da p is ta , 
ela avisa o motorista 
por meio de um sinal 
visual , sonoro e/ou 
tátil , como vibração 
d o v o l a n t e .  E s s e s 
avisos sinalizam ao 
condutor que o veículo 
está saindo do curso, 
permit indo que e le 
corrija a direção.
Porta Malas:
820 litros.
Tanque de 
Combustível: 60 litros.
Pneus: 215/65 R17.

mo d e l o s i c ô n i c o s 
da marca. É por isso 
que o s 50 anos da 
H o n d a  n o  B r a s i l 
é t ão s i gn i f i ca t i vo 
para os apaixonados 
por motoc ic le tas” , 
comenta Alexandre 
C u r y ,  D i r e t o r 
Comercial da Honda 
Motos.
As versões para 2022 
cont inuam quat ro : 
S tar t , Fan , Cargo e 
Titan. A CG 160 Start 
traz novo design na 
mo ldura do pa ine l 
de instrumentos e na 
carenagem frontal , 
c o m  t r ê s  o p ç õ e s 
de cores . A CG 160 
F a n e  a  C G C a r g o 
também receberam 
n o v a  m o l d u r a 
d e  p a i n e l ,  n o v a 
carenagem de farol 
e laterais do tanque 
redesenhadas interna 
e externamente.
Já a CG 160 T i t an , 
r e c e b e u  t a m b é m 
uma nova moldura 
d o  p a i n e l ,  n o v a 
carenagem de farol e 
de laterais do tanque 
exclusivas do modelo, 
além da rabeta com 
laterais redesenhadas.

ホンダ CG、ブラジルで
生産 45周年を祝う

Honda CG comemora 45 anos de 
produção no Brasil

 ANO XXIV  –  Nº 5795 SÃO PAULO, TERÇA-FEIRA, 17 DE AGOSTO DE 2021 R$ 6,00

Painel de instrumentos é o mais moderno do 
segmento com sistema multimídia de 10,1 polegadas.

A primeira Honda CG foi produzida em 1976.

Honda CG  160 modelo 2022 tem preço a partir de R$ 10.520,00.
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Fiat Toro Volcano tem preço a partir de R$ 152.491,00.
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